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年末年始のお知らせ

年末年始の市役所等の業務は、以下のとおり閉庁
（お休み）となりますのでご不便をおかけしますが、
よろしくお願いいたします。

■市役所
　12月29日㈮～１月3日㈬

■戸籍届出について
　上記期間内でも、死亡届、出生届、婚姻届など
の戸籍届書は、以下の施設で受付します（届書の
内容によっては、平日再度、ご来庁いただく場合
がございますが、ご了承願います。）
　・午前８時30分～午後５時　市役所
　・その他の時間帯　石橋消防署（死亡届は除く）

※なお、コンビニ交付は12月29日㈮～１月３日㈬
の期間はシステムメンテナンスのためご利用い
ただけません。

道の駅しもつけ １月１日㈪～１月３日㈬
きらら館（トレーニング） 12月29日㈮～１月３日㈬
ゆうゆう館（温浴施設） 12月28日㈭～１月１日㈪
ふれあい館（※１） 12月29日㈮～１月３日㈬
児童館 12月29日㈮～１月３日㈬
公民館 12月29日㈮～１月３日㈬
南河内図書館 12月25日㈪～１月４日㈭
石橋図書館 12月25日㈪～１月５日㈮
国分寺図書館 12月25日㈪～１月４日㈭
生涯学習情報センター 12月29日㈮～１月３日㈬
スポーツ施設 12月29日㈮～１月３日㈬
グリムの館（※２）  12月27日㈬～１月４日㈭
下野薬師寺歴史館 12月28日㈭～１月４日㈭
しもつけ風土記の丘資料館 12月28日㈭～１月４日㈭
オアシスポッポ館 12月29日㈮～１月３日㈬
駐輪場 １月１日㈪
農村環境改善センター 12月29日㈮～１月３日㈬
消費生活センター 12月29日㈮～１月３日㈬
シルバー人材センター 12月29日㈮～１月３日㈬
社会福祉協議会 12月29日㈮～１月３日㈬
デマンドバス「おでかけ号」 12月30日㈯～１月３日㈬

■主な施設等のお休みについて

※1 お風呂・温水プールの営業は、12月29日㈮～２月28日㈬の期間、
 ボイラー改修工事のためお休みになります。
※2 イルミネーション期間中は午後4時30分～9時開館

年末年始の
市役所業務等のご案内

年末年始の
ごみの収集について

　ごみステーションの収集はごみの量が増えるため、遅くなることがあります。
　また、直接搬入は下記のとおり可能ですが、特に年末は混雑状況により、
１～２時間程度お待ちいただくことがありますので、行政カレンダーをご
確認のうえ、早めにごみステーションに出されるようお願いします。

直
接
搬
入
場
所

対
象
地
区

国分寺・南河内地区
（プラ容器・小枝以外 )

石橋地区（可燃系資源物のみ）
中央清掃センター
☎（24）3194

年末は12月30日㈯まで
年始は１月４日㈭から
午前８時30分～11時30分
午後１時～４時30分

全地区
（プラ容器・小枝）

南部清掃センター
☎0280（33）3310
年末は12月30日㈯まで
年始は１月４日㈭から
午前８時30分～11時30分
午後１時～４時30分

石橋地区
（可燃系資源物・プラ容器・小枝以外）

クリーンパーク茂原
☎028（654）0018

年末は12月29日㈮まで
年始は１月４日㈭から
午前８時30分～正午
午後１時～４時30分

年末年始のお知らせ年末年始のお知らせ

広報しもつけ　2017.12

Shimotsuke
2



年末年始のお知らせ

問
１　

夜
間
に
車
の
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
と
き
の
基
本
は
？　

①
ハ
イ
ビ
ー
ム　

②
ロ
ー
ビ
ー
ム

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

■子供と高齢者の交通事故防止
　子供を交通事故から守るため、社会全体で子供を見守るといった活動が重要です。地域全体で子どもの交
通事故防止を図りましょう。
　高齢者は、運転能力等の変化を理解し、自動ブレーキやペダルの踏み間違い時加速抑制装置の搭載された
車両へ乗り換えも有効です。運転免許自主返納も検討しましょう。

■全ての座席でシートベルトとチャイルドシート着用
　シートベルト非着用による交通死亡事故が起きています。大切な命を守るため、シートベルトやチャイル
ドシートの確実な着用が必要です。全ての座席でシートベルト等の着用を徹底しましょう。

■飲酒運転の根絶について
　飲酒運転はとても悪質で危険な犯罪です。一人一人が「飲酒運転を絶対にしない、させない」という強い
意志を持ち、 飲酒運転を根絶しましょう。
　翌日に車を運転する予定があるときは、飲酒時間、飲酒量を考慮しましょう。夜遅くまで飲酒したときは、
翌朝には体内にアルコールが残っている可能性がありますので、車の運転は控えましょう。

■夜間走行中の原則ハイビームの徹底・反射材の効果的な着用の推進
　夕暮れ時は、視認性の低下による交通事故が増加します。特に年末は、注意力の散漫による「見落とし」
や「発見の遅れ」による死亡事故を防止するため、前照灯を早めに点灯しましょう。夜間の走行は、歩行者
等を早期に発見するため、交通量の多い市街地等を除き原則上向き走行を徹底しましょう。歩行者は反射材
用品を着用しましょう。

　年末年始は何かと慌ただしいものです。そ
んな を犯罪者が狙っています。近年、振り
込め詐欺や架空請求詐欺などが急増していま
す。下野市でも詐欺の被害が発生しています。
　振り込め詐欺を防ぐのは高齢者ではありま
せん。子や孫のみなさんがおじいちゃん、お
ばあちゃんを被害から守りましょう！

年末年始の
急患について

年末の交通安全
県民総ぐるみ運動

年末年始を安全・安心に

　年末年始に病気やけが等で困ったときは、夜間休日急患診療所をご利用くださ
い。混雑時には、待ち時間がある場合がございます。※保険証をご持参ください。

■問い合わせ先
　小山市大字神鳥谷2251-7（小山市健康医療介護総合支援センター内・西側）
・夜間休日急患診療所　☎（39）8880
・休日急患歯科診療所　☎（39）8881

診療日

12月23日（土・祝日）・24日㈰

12月25日㈪～12月30日㈯

12月31日㈰～１月３日㈬

１月４日㈭～１月６日㈯

１月７日㈰

診療時間

夜間休日急患診療所

午前10時～午後９時

午後７時～10時

午前10時～午後９時

午後７時～10時

午前10時～午後９時

休日急患歯科診療所

午前10時～午後４時

休診

午前10時～午後４時

休診

午前10時～午後４時

「マナーアップ！あなたが主役です」
期間　12月11日㈪～31日㈰

被害にあわないための注意点
◆電話でお金を要求されたらまず一度電話を切り、周
りの人に相談しましょう。
◆「電話番号が変わった」「携帯電話が故障した」は詐
欺です。前の番号に1度かけてみましょう。
◆お金の用意する前に、親族しか知りえない情報で必
ず本人であることを確認しましょう。
◆普段から連絡をしましょう。
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　11月１日、宇都宮市文化会館で第27回栃木
県民生委員児童委員大会が開催されました。
この席で下記のとおり民生委員児童委員が、
地域福祉の推進に尽力した功績が認められ、
表彰を受けました。おめでとうございます。

（敬称略）
■全国民生委員児童委員連合会会長表彰（11名）
　阿久津要子　倉井金男　小島良江
　小林　靖　　手塚民子　中田敦子
　野中千代子　藤原美枝　武藤チイ
　横溝トシ子　渡邊欣宥
■栃木県民生委員児童委員協議会会長表彰（５名）
　浅和勝明　石田輝子　遠藤孝夫
　後藤誠一　鈴木侑子

Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

児童表彰を行いました
自信と誇りをもとう！

民生委員児童委員が表彰
おめでとうございます

消防団協力事業所に対する表示証を交付
小金井中央病院

消火競技大会を開催
国分寺Aチームが優勝

優良団体表彰を受賞
青少年育成市民会議

　児童一人ひとりの良さを見いだして表彰
する児童表彰式が、10月から11月にかけて
市内全小学校で行われました。
　保護者や地域の方に見守られる中、表彰
式に臨んだ６年生たちへ広瀬市長からメダ
ルが、池澤教育長から賞状が授与されました。
　各学校の様子や児童代表挨拶はホーム
ページに掲載していますので、ご覧ください。

　10月19日、従業員に消防団活動への配慮や入団促進を行っ
たり、災害時に事業所の資機材を提供したりするなど、消防
団の活動に対し積極的に協力している事業所に、「下野市消
防団協力事業所表示証」を交付しました。
　これにより事業所等が地域への社会貢献を果たしていると広
く認められるとともに、協力
により地域防災力のより一
層の充実を図ります。
■表示証交付事業所
　医療法人 小金井中央病院
　（小金井２丁目４番地３）

　10月11日、壬生町において、第41回　消火競技大会が開催さ
れました。この大会において、国分寺Ａチームが優勝しました。
おめでとうございます。
　大会には多くの参加者
があり、下野市女性防火ク
ラブからも６チームが出場
し、技術の正確さと迅速さ
を競いました。
優勝　国分寺Ａチーム
　指揮者：紫波美香さん
　消火者：鈴木美紀さん

　平成29年度栃木県教育委員会表彰式が10月17日に県公館で行
われました。青少年育成市民会議は市全体で青少年の健全育成
に取り組んでいくため結成され、平成29年１月に設立10年目を
迎えました。
　子どもたちが家庭・学
校・地域で健やかに成長
していけるよう、子ども
たちの交流の場となる事
業や市民全体で教育環境
の安全を守るための取組
などが評価され受賞とな
りました。
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問
２　

日
本
に
お
け
る
人
の
歴
史
を
1
年
間
の
年
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に
す
る
と
、
弥
生
時
代
が
終
わ
る
の
は
何
日
？　

①
2
月
14
日　

②
7
月
20
日　

③
12
月
25
日

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

秋の叙勲・危険業務従事者叙勲
おめでとうございます

髙  桑  正  克   氏

瑞宝小綬章（教育功労）

　1965年に県立足利高等学校で教
諭となり、那須清峰高校長、宇都
宮工業高校長などを歴任し、2000
年に退職されました。高等教育を
中心にご尽力されました。

白  沢  　  孝   氏

瑞宝双光章（防衛功労）

　1971年に陸上自衛隊少年工科学校
に入校し、航空学校宇都宮校教育課
第３教官室長などを歴任し、2016年
に２等陸佐で退官されました。国の
防衛・災害派遣などに寄与されました。

菅  沼  達  夫   氏

瑞宝双光章（警察功労）

　1965年に県警に入り、地域部門な
どで活躍され、2006年に栃木署万町
交番所長で退職されました。地域の
安全などに寄与されました。現在は、
薬師寺コミュニティセンター推進協
議会の会長として活躍されています。

松  本  典  義   氏

瑞宝双光章（防衛功労）

　1973年に自衛隊少年工科学校に
入校し、霞ケ浦駐屯地をはじめに
活躍されました。2010年に航空学
校宇都宮校で退官されました。国
の防衛などに寄与されました。

大  橋  弘  司   氏

瑞宝単光章（警察功労）

　1969年に県警に入り、地域部門
などで活躍されました。2004年に
足利署有楽町交番で退職されまし
た。地域の安全などにご尽力され
ました。

ＡＥＤ設置に係る協定締結
市内コンビニ22店舗

　10月26日、セブンイレブンの12店舗、ファミリーマー
トの７店舗、ミニストップの３店舗のご協力により、
市内22店舗のコンビニエンスストアにＡＥＤを設置す
る協定締結式を行いました。設置店舗にはＡＥＤ設置
シールを表示します。24時間使用できる環境が整備さ
れ、万が一の時の救命率の向上に繋がるものと期待さ
れます。
　設置される店舗は、市のホームページをご覧ください。
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下
都
賀
地
区
理
科
研
究
展
覧

会
・
発
表
会
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
１
月
13
日
㈯
〜
15
日

㈪
　

野
木
町
公
民
館
に
て
開
催

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
☎(

32)

８
９
１
８

○
中
学
１
年
生

　

上
野
花
菜 

（
南
河
内
中
）
※

　

片
岡
華 

（
南
河
二
中
）
※

　

桧
山
茉
凜 

（
南
河
二
中
）

　

福
田
彩
乃 

（
南
河
二
中
）※
※

　

長
谷
川
空 

（
石
橋
中
）

　

青
木
世
成 

（
石
橋
中
）
※
※

　

髙
橋
清
音 

（
国
分
寺
中
）

　

舘
野
真
輝 

（
国
分
寺
中
）
※

○
中
学
２
年
生

　

山
本
雅 

（
南
河
内
中
）※
※

　

各
務
茜 

（
南
河
二
中
）

　

関
俣
圭
悟 

（
南
河
二
中
）
※

　

岸
裕
季 

（
石
橋
中
）
※

　

清
水
康
平 

（
石
橋
中
）
※

　

渡
邉
こ
の
み 

（
国
分
寺
中
）

　

今
野
颯 

（
国
分
寺
中
）

○
中
学
３
年
生

　

黒
川
璃
子 

（
南
河
内
中
）
※

　

稲
葉
司
帆 

（
石
橋
中
）
※

　

坪
耒
英
利
香 

（
石
橋
中
）

　

本
田
愛 

（
石
橋
中
）
※

　

橋
本
怜
穏 

（
国
分
寺
中
）

　

近
藤
瑛
爽 

（
国
分
寺
中
）

※
地
区
推
薦
：
下
都
賀
地
区
理
科

研
究
展
覧
会
に
作
品
が
出
品
さ
れ

ま
す
。

※
※
発
表
推
薦
：
下
都
賀
地
区
理

科
研
究
発
表
会
に
て
研
究
発
表
を

行
い
ま
す
。

○
小
学
３
年
生

　

谷
田
貝
莉
子 

（
吉
田
西
小
）

　

山
内
萌
愛 

（
祇
園
小
）
※

　

森
下
岳
飛 

（
祇
園
小
）
※

　

松
本
虎
ノ
助 

（
緑　

小
）

　

石
塚
稀
尋 

（
古
山
小
）

　

渡
邉
悠
生 

（
古
山
小
）
※

○
小
学
４
年
生　

　

小
口
佑
馬 

（
吉
田
東
小
）※
※

　

小
森
美
佳 

（
祇
園
小
）

　

内
藤
麻
緒 

（
古
山
小
）

　

室
井
優
奈 

（
古
山
小
）
※

　

森
戸
悠
莉 

（
古
山
小
）
※

　

武
藤
里
英 

（
石
橋
北
小
）
※

　

伊
澤
知
花 

（
国
分
寺
小
）

○
小
学
５
年
生

　

上
野
麟
太
郎
・
上
野
由
珠

 

（
薬
師
寺
小
）
※
※

　

泉
田
絢
音 

（
吉
田
東
小
）

　

谷
田
貝
美
桜 

（
吉
田
西
小
）

　

堀
内
一
志 

（
祇
園
小
）
※

　

大
林
瑠
里 

（
祇
園
小
）

　

荻
原
雄
大
朗 

（
祇
園
小
）
※

　

和
田
健
助 

（
古
山
小
）
※

○
小
学
６
年
生

　

上
野
ひ
よ
り 
（
吉
田
東
小
）

　

加
島
太
翔
・
加
島
奈
々

 

（
祇
園
小
）
※

　

岡
田
昂 

（
緑
小
）
※
※

　

鈴
木
知
隼 

（
古
山
小
）

　

石
井
遥 

（
古
山
小
）
※

　

髙
岩
琥
太
郎 

（
細
谷
小
）
※

　

桜
井
夢
菜 

（
石
橋
北
小
）

　

し
も
つ
け
市
民
文
化
祭
２
０
１

７
は
、
大
型
の
台
風
21
号
の
接
近

で
雨
が
降
り
続
く
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
市
民
の

方
々
が
展
示
を
見
に
来
場
し
て
く

だ
さ
り
、
ご
家
族
と
一
緒
に
作
品

の
一
つ
ず
つ
を
見
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
自
分
の
入
賞
作
品
と
一
緒

に
写
真
を
撮
っ
て
い
る
小
学
生
も

多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
小
学
１
年
生

　

寺
田
梢 

（
吉
田
西
小
）

　

永
島
碧
人 

（
石
橋
小
）

　

大
塚
行
紘
・
大
塚
光
紘

 

（
石
橋
小
）

　

髙
山
利
之 

（
古
山
小
）
※

　

上
野
由
佳
莉

 

（
国
分
寺
西
小
）
※

　

阿
部
珠
実
・
阿
部
亜
美

 

（
国
分
寺
東
小
）
※

○
小
学
２
年
生

　

榎
戸
碧
空 

（
薬
師
寺
小
）

　

舘
野
結
愛 

（
祇
園
小
）
※

　

森
子
貴
喜 

（
古
山
小
）

　

髙
岩
こ
こ
ろ 

（
細
谷
小
）

　

上
原
梓
夢 

（
石
橋
北
小
）
※

　

柿
沼
希
々
果 

（
国
分
寺
小
）
※

　

10
月
17
日
、
市
役
所
に
お
い
て
、

第
12
回
下
野
市
理
科
研
究
展
覧
会

の
審
査
会
が
、
各
校
の
理
科
担
当

の
先
生
方
を
審
査
員
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
各
校
の
校
内
審
査

で
選
ば
れ
た
１
３
９
作
品
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
60
作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
優
秀
賞
の
作
品
は
10
月

21
日
・
22
日
に
開
催
さ
れ
た
「
し

も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１

７
」
に
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
小
学
校
高
学
年
に
力

作
が
多
く
、
審
査
員
の
先
生
方
を

悩
ま
せ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
の
継

続
研
究
で
よ
り
深
く
研
究
し
て
い

る
作
品
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
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新
・
下
野
市
風
土
記

新
・
下
野
市
風
土
記

新・下野市風土記

　

12
月
に
な
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
ま
た
一
年
が

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
頃
、
忙
し
い
日
常
を

過
ご
し
て
い
る
と
、
時
の
流
れ
に
つ
い
て
無
関
心
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
の
時
期
だ
け
は
過
ぎ
た
日
々

を
振
り
返
っ
た
り
、
未
来
を
予
想
し
た
り
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
歴
史
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
年

表
な
ら
ば
確
実
に
1
年
延
び
た
わ
け
で
す
し
、
木
の

年
輪
な
ら
ば
1
周
増
え
た
わ
け
で
す
が
、
日
常
生
活

の
年
表
は
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
。

年
表
の
長
さ

　

教
科
書
な
ど
で
見
る
年
表
は
縄
文
時
代
か
ら
始
ま

る
も
の
が
多
く
、
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
の
表
示
の

長
さ
が
同
じ
で
あ
っ
た
り
、
記
載
項
目
が
多
い
た
め
、

縄
文
時
代
よ
り
古
墳
時
代
の
ほ
う
が
長
く
な
っ
て
い

た
り
、
さ
ら
に
飛あ

す
か鳥
時
代
が
長
か
っ
た
り
と
実
際
の

時
間
の
長
さ
と
異
な
る
ス
ケ
ー
ル
で
表
記
さ
れ
る
も

の
も
あ
り
、
分
か
り
に
く
い
印
象
を
受
け
ま
す
。

日
本
の
歴
史
を
1
年
に
置
き
換
え
る
と

　

そ
こ
で
、
資
料
館
な
ど
で
「
時
間
軸
」
の
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
際
、
日
本
の
歴
史
の
長
さ
を
1
年

の
長
さ
に
置
き
換
え
て
お
話
し
ま
す
。
現
在
、
日
本

列
島
で
人
の
痕こ

ん
せ
き跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
約
4
万

年
前
の
遺
跡
（
長
野
県
内
の
遺
跡
が
３
〜
５
万
年
前

と
さ
れ
る
）
と
な
り
ま
す
が
、
仮
に
こ
の
4
万
年
前

を
1
月
1
日
と
し
ま
す
。
4
万
年
前
か
ら
お
よ
そ
1

万
2
千
年
前
を
旧
石
器
時
代
と
す
る
と
、
縄
文
時
代

が
始
ま
る
日
は
８
月
10
〜
15
日
頃
と
な
り
ま
す
。
旧

石
器
時
代
を
お
よ
そ
2
万
8
千
年
間
と
す
る
と
し
、
1

年
３
６
５
日
に
換
算
す
る
と
２
５
０
日
分
が
旧
石
器

時
代
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
縄
文
時
代
は
約
1
万
2

千
年
間
続
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
縄
文
時
代
が

終
わ
り
、
弥
生
時
代
が
始
ま
る
の
が
12
月
の
初
め
の

こ
ろ
と
考
え
ら
れ
、
元
日
か
ら
３
３
０
日
後
に
や
っ

と
米
を
作
り
出
す
わ
け
で
す
。

　

弥
生
時
代
が
終
わ
る
の
が
12
月
25
日
頃
、
古
墳
〜

飛
鳥
〜
奈
良
・
平
安
〜
鎌
倉
時
代
が
終
わ
る
西
暦
１

３
３
３
年
も
12
月
25
日
頃
に
換
算
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
の
室
町
・
戦
国
時
代
〜
約
３
０
０
年
間
の
江
戸
時

代
が
終
わ
り
、
明
治
時
代
と
し
て
近
代
が
始
ま
る
約

１
２
０
年
前
が
12
月
30
日
の
夜よ

ふ更
け
頃
と
な
り
ま
す
。

明
治
以
降
、
大
正
〜
昭
和
、
平
成
30
年
ま
で
が
お
よ

そ
1
日
（
24
時
間
程
度
）
の
換
算
と
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
1
年
に
換
算
す
る
と
い
か
に
旧
石
器
時
代

〜
縄
文
時
代
ま
で
が
長
か
っ
た
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

土
器
な
ど
の
道
具

　

旧
石
器
時
代
の
終
わ
り
頃
（
約
１
，２
０
０
年
前
頃
）

の
遺
跡
は
市
内
で
も
複
数
か
所
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
土
器
は
出
土

し
ま
せ
ん
。
縄
文
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
土
器
が
つ

く
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
旧
石
器
時
代
の
人
た
ち
は
、

土
器
を
使
っ
て
お
湯
を
沸
か
し
暖
か
い
飲
食
物
は
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
焼
い
た

石
を
木
製
の
器
な
ど
に
入
れ
て
湯
を
沸
か
し
た
可
能

性
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
）。

　

日
本
で
土
器
を
使
い
調
理
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
約
１
２
，０
０
０
年
、
青せ

い
ど
う
き

銅
器
の
使
用
や
米
を
作
り

出
す
の
は
約
２
，５
０
０
年
前
の
弥
生
時
代
こ
ろ
か
ら
、

鉄
製
品
の
使
用
と
馬
を
飼
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
約

１
，５
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
か
ら
、
本
格
的
な
殺さ

っ
し
ょ
う傷

機き
の
う能
の
あ
る
武
器
は
こ
の
頃
か
ら
発
達
し
ま
す
。

縄
文
人
と
弥
生
人

　

縄
文
時
代
は
小
さ
な
集
団
で
狩し

ゅ
り
ょ
う猟
採さ

い
し
ゅ
う集
生せ

い
か
つ活
の
た

め
、
収
穫
物
は
理
に
か
な
っ
た
分
配
方
法
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
集
団
間
の
大
規
模
な
戦
争
（
富

の
争
奪
戦
）
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
縄
文

人
の
墓
の
土
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
花
粉
が
多
く
検
出

さ
れ
て
お
り
、
死
者
に
花
を
手た

む向
け
た
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
心
優
し
い
縄
文
人
の

イ
メ
ー
ジ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
九
州
の
弥
生
人
の
墓
（

か
め

棺か
ん

）
な

ど
で
は
、
頭と

う
こ
つ骨
の
無
い
人じ

ん
こ
つ骨
や
矢
じ
り
の
刺
さ
っ
た

ま
ま
し
ば
ら
く
生
き
延
び
た
人
の
人
骨
な
ど
が
出
土

し
ま
す
。
一
つ
の
共
同
体
の
建
物
群
の
周
り
に
は
濠ほ

り

や
土ど

る
い塁
、
逆さ

か

も

ぎ

茂
木
な
ど
を
巡
ら
し
武ぶ

そ

う

か

装
化
し
て
い
ま

す
。
建
物
の
中
に
は
米
な
ど
の
収
穫
物
を
収
納
し
た

ク
ラ
が
複
数
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
弥
生
時
代
に
な
る

と
米
な
ど
の
生
産
物
（
富
）
は
そ
の
生
産
体
制
を
仕

切
る
権
力
者
の
下
に
集
ま
り
、
共
同
体
内
の
階か

い
そ
う
か

層
化

が
進
み
ま
す
。
そ
う
な
る
と
集
団
間
で
富
の
奪
い
合

い
が
発
生
し
ま
す
。

人
類
の
歴
史
と
争
い

　

古
代
ロ
ー
マ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
エ
ジ
プ
ト
、
中
国
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
文
明
で
も
す
べ
て
争
い
が
発
生
し

ま
す
。
本
来
、
文
明
・
文
化
の
進
化
は
、
人
間
が
生

き
て
い
く
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
・
知
性
を
形
成
し

て
い
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
現
代
に
お
い
て
も
残
念

な
が
ら
世
界
中
で
争
い
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。
長
い

歴
史
の
中
で
人
間
は
言
葉
と
文
字
を
使
い
意
思
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
叶
う
な

ら
ば
新
し
い
年
は
、
深
い
議
論
と
相
互
理
解
が
進
み
、

サ
イ
レ
ン
の
な
ら
な
い
安あ

ん
の
ん穏
な
日
々
が
過
ご
せ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

年
を
重
ね
て
い
る
は
ず
が

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
課
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環境トピ
ックス

■問い合わせ先■　環境課　☎（32）8898

環境トピッ
クス

　

ご
み
減
量
化
と
環
境
へ
の
負
担

が
少
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
夏
休
み
の
市
内
小
中
学
生

を
対
象
に「
ご
み
の
分
別
」を
テ
ー

マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
合
計
４
２

０
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方

が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
入
賞

作
品
は
12
月
25
日
㈪
か
ら
１
月
12

日
㈮
ま
で
市
役
所
で
展
示
す
る
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
小
学
校
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

　

山
本
瑠
奈　

石
橋
小
３
年

優
秀
賞

　

髙
山
琴
未　

国
分
寺
東
小
３
年

　

野
尻
恭
佑　

薬
師
寺
小
３
年

佳
作

　

秋
田
郁
哉　
　

薬
師
寺
小
２
年

　

宮
田
勇
正　
　

古
山
小
１
年

　

中
島
賢
人　
　

石
橋
小
３
年

　

宮
間
遥
子　
　

緑
小
２
年

　

神
山
美
璃
亜　

古
山
小
２
年

■
小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

　

堀
こ
と
の　
　

緑
小
４
年

優
秀
賞

　

中
田
采
佳　
　

緑
小
５
年

　

粂
川
未
知　
　

古
山
小
４
年

佳
作

　

田
母
神
菜
乃　

薬
師
寺
小
５
年

　

髙
𣘺
蒼
依　
　

国
分
寺
小
４
年

　

永
野
佑
真　
　

石
橋
北
小
６
年

　

堀
田
佳
吾　
　

緑
小
６
年

　

蓬
田
奏
彩　
　

古
山
小
４
年

■
中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

　

中
島
芽
生　
　

石
橋
中
１
年

優
秀
賞

　

國
井
羽
琉　
　

石
橋
中
３
年

　

上
野
杏
実　
　

国
分
寺
中
２
年

佳
作

　

石
井
さ
く
ら　

国
分
寺
中
３
年

　

田
村
莉
菜　
　

石
橋
中
２
年

　

橋
本
紗
花　
　

石
橋
中
１
年

　

三
枝
桜
子　
　

石
橋
中
２
年

　

菅
野
優
衣

　
　
　
　

南
河
内
第
二
中
２
年

平
成
29
年
度
下
野
市
ご
み
減
量
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
者
が
決
定
！

小学校低学年の部
石橋小３年　山本瑠奈さん

小学校高学年の部
緑小４年　堀ことのさん

中学校の部
石橋中１年　中島芽生さん

＜最優秀賞＞
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環境トピ
ックス

問
３　
下
野
市
の
平
成
29
年
度
の
予
算
総
額
は
？　
①
約
１
２
５
億
円　
②
約
２
２
５
億
円　
③
約
２
５
５
億
円

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

私
た
ち
の
生
活
に
あ
る

化
学
物
質
（
乗
り
物
編
）

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
食

品
、
自
動
車
、
洗
剤
、
化
粧
品
、

医
薬
品
な
ど
に
化
学
物
質
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
毎

日
の
通
勤
や
買
い
物
に
行
く
時
な

ど
に
は
多
く
の
方
が
乗
り
物
を
使

用
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

乗
り
物
の
多
く
は
、
何
種
類
も

の
化
学
物
質
を
利
用
し
た
石
油
燃

料
が
使
わ
れ
て
お
り
、
石
油
燃
料

を
燃
や
す
と
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
環

境
に
様
々
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

排
出
さ
れ
る
ガ
ス
に
は
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
に
な
る
科
学
物
質

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
毎
日
の
心
が
け
で
使

う
燃
料
の
量
や
排
出
ガ
ス
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
エ
コ
通
勤
を
し
よ
う

　

マ
イ
カ
ー
通
勤
は
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
人
一
人
が
マ
イ
カ
ー
通
勤

か
ら
電
車
や
バ
ス
、
自
転
車
、
徒

歩
な
ど
で
通
勤
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
使
う
燃
料
の
量
や
排
出
ガ
ス

の
量
を
少
な
く
す
る
と
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

•

周
辺
地
域
の
通
勤
時
間
帯
の
渋

滞
緩
和
に
つ
な
が
り
ま
す
。

•
公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
等
が

期
待
で
き
ま
す
。

•

地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与
し
ま

す
。

■
運
転
の
仕
方
に
気
を
つ
け
よ
う

　

車
に
乗
る
時
は
、
相
乗
り
を
し

て
使
う
車
の
出
台
数
を
減
ら
し
た

り
、
運
転
の
仕
方
に
気
を
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
排
出
ガ
ス
の
量

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

食
品
ロ
ス
０
（
ゼ
ロ
）
の

推
進
を
！

　

食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食

べ
物
の
こ
と
で
す
。
市
で
は
、
食

品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
に
、「
全

国
お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

忘
年
会
や
新
年
会
が
増
え
る
年

末
年
始
で
す
が
、
宴
会
で
は
食
べ

き
れ
ず
、
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
料

理
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。

　

宴
会
で
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を

守
っ
て
楽
し
く
食
べ
き
り
ま
し
ょ

う
。

１
．
ま
ず
は
適
量
注
文
し
ま
し
ょ

う
。
多
す
ぎ
る
量
を
注
文
し
過
ぎ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
開
始
15
分
、
終
了
15
分
前
な

ど
、
席
を
立
た
ず
に
し
っ
か
り
食

べ
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。「
と

ち
ぎ
食
べ
き
り
15
（
い
ち
ご
）
運

動
」
の
実
施
で
す
。

３
．
宴
会
を
担
当
さ
れ
る
幹
事
さ

ん
な
ど
は
、「
お
い
し
く
食
べ
き

ろ
う
」
な
ど
と
積
極
的
に
声
か
け

を
し
て
、
食
べ
残
し
が
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
庭
で
も
食
品
ロ
ス
を

な
く
す
取
組
が
で
き
ま
す
。
次
の

ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
食
品
ロ
ス
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
必
要
な
時
、
必
要
な
量
だ
け

購
入
し
ま
し
ょ
う
。
買
い
物
に
行

く
前
に
、
冷
蔵
庫
の
中
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
計
画
的
な
買
い
物
が
で

き
ま
す
。

２
．
食
材
を
最
後
ま
で
使
い
切
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

食
べ
き
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

ほ
か
の
料
理
に
切
り
替
え
て
み
た

り
、
献
立
や
調
理
方
法
を
工
夫
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

３
．
料
理
は
残
さ
ず
食
べ
き
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
料
理
を
作
り
す

ぎ
ず
、
食
べ
き
れ
る
量
だ
け
作
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
の
汲
み
取
り
・

浄
化
槽
の
清
掃
は
お
早
め
に

（
年
末
年
始
）

　

12
月
29
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈬

ま
で
、
し
尿
処
理
場
が
閉
場
（
お

休
み
）
の
た
め
、
汲
み
取
り
業
者

に
よ
る
汲
み
取
り
・
清
掃
が
で
き

ま
せ
ん
。
年
内
中
の
汲
み
取
り
・

清
掃
を
お
考
え
の
方
は
お
早
め
に

契
約
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

構
築
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
た
め
、

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲
っ

て
ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
水
槽
・
子
ど
も
服
（
女
児
用
）・

ひ
な
人
形

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
自
転
車
・
家
庭
用
ス
ピ
ー
カ
ー

シ
ス
テ
ム
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ウ
・
英

語
教
材
Ｂ
Ｅ
‒
Ｇ
Ｏ
・
扇
風
機
・

ふ
と
ん
・
電
子
レ
ン
ジ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

プ
レ
イ
ヤ
ー
・
テ
レ
ビ
・
そ
ば
打

ち
セ
ッ
ト
・
自
転
車
・
女
児
服
・

男
児
服
・
お
も
ち
ゃ
（
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
し
も
つ
け
10
月
号
18
ペ
ー

ジ
「
平
成
28
年
度
下
野
市
の
ご
み

収
集
量
等
に
つ
い
て
～
下
野
市
の

ご
み
収
集
量
等
の
実
績
に
つ
い
て
、

地
区
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
～
」

記
事
中
、
家
庭
系
ご
み
1
人
当
た

り
の
排
出
量
、
28
年
度
石
橋
地
区

の
排
出
量
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
い
排
出
量
は
６
７
１
ｇ
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
広報しもつけ　2017.12
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【
正
解
は
③
】　

詳
し
く
は
、
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

平成29年度上半期の財政状況

市 税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。

議 会 費 議員報酬や市議会運営のための
経費です。

総 務 費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管
理、税金の徴収などの経費です。

民 生 費 障がいのある方や高齢者の方に対する福
祉の充実、子育て支援などの経費です。

衛 生 費 感染症予防、健康増進、環境保
全、清掃費などの経費です。

農林水産業費 農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。

商 工 費 商工業や観光の振興などの経費
です。

土 木 費 道路、河川、公園などの整備や
維持管理のための経費です。

消 防 費 消防や火災予防などの災害対策
のための経費です。

教 育 費 学校教育・生涯学習の充実、文
化・スポーツ振興などの経費です。

公 債 費 市債の元金・利子を支払うため
の経費です。

そ の 他 労働費、災害復旧費、予備費な
どです。

譲与税・交付金 地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。

地方交付税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

国庫支出金 国からの負担金や補助金などで
す。

県 支 出 金 県からの負担金や補助金などで
す。

繰 入 金 基金の取り崩しなどです。

繰 越 金 前年度で生じた決算剰余金を翌年
度の歳入に繰り越したものです。

市 債 政府・金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。

そ の 他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。

●一般会計予算執行状況●

【歳　入】　予算総額２５５億３，８８４円　収入済額１２０億１，１５４万円（収入率４７．０％）

【歳　出】　予算総額２５５億３，８８４円　支出済額９７億２，１８０万円（執行率３８．１％）

92億4,800万円
58億5,295万円 （63.3%）

（55.0%）

（67.7%）

（28.9%）

（8.7%）

（59.3%）

（100.0%）

（0.0%）

（26.6%）

（52.0%）

（36.0%）

（40.9%）

（37.2%）

（37.9%）

（75.9%）

（36.3%）

（43.8%）

（27.1%）

（37.3%）

（1.1%）

予 算 現 額

※（　）は収入率
収 入 済 額

予 算 現 額

※（　）は執行率
支 出 済 額

13億8,520万円
７億6,195万円

33億6,629万円
22億8,017万円

36億9,209万円
10億6,748万円

16億5,903万円
１億4,493万円

３億6,802万円
２億1,829万円

13億6,792万円
13億6,792万円

32億5,950万円
０万円

11億9,279万円
３億1,785万円

２億　246万円
１億　529万円

25億3,485万円
９億1,347万円

82億  925万円
33億5,567万円

15億2,549万円
５億6,737万円

11億1,945万円
４億2,450万円

８億   458万円
６億1,078万円

31億3,337万円
11億3,823万円

10億5,418万円
４億6,150万円

43億1,787万円
11億7,033万円

26億1,391万円
９億7,440万円

2,343万円
26万円

　市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、また、
市の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年２回に分けて公表しています。
　今回は、平成29年度上半期（4月１日から9月30日まで）の財政状況についてお知らせします。

広報しもつけ　2017.12

Shimotsuke
10



問
４　

庁
舎
内
に
は
小
さ
な
お
子
様
の
た
め
の
授
乳
室
や
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。　

○
か
×

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

国民健康保険

歳 入 歳 出

後期高齢者医療

公共下水道事業

農業集落排水事業

●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住基人口 ６０，２９９人　　世帯数 ２３，６４８世帯　（H29.9.30現在）

●地方債の残高●（Ｈ28年度末）

問い合わせ先 財政課　財政グループ　☎（32）8889

●市有財産の現在高●（Ｈ28年度末）

66億8,264万円
27億5,807万円

５億8,204万円
２億4,224万円

43億   631万円
16億3,106万円

18億7,306万円
４億6,090万円

４億5,197万円
２億1,263万円

1,546万円
728万円

８億2,231万円
１億1,921万円

９億2,573万円
１億5,736万円

６億4,001万円
１億   578万円

66億8,264万円
30億2,529万円

５億8,204万円
２億6,157万円

43億   631万円
20億9,945万円

18億7,306万円
６億7,128万円

４億5,197万円
２億5,843万円

1,546万円
1,338万円

８億2,231万円
５億3,747万円

10億2,317万円
４億4,504万円

２億  100万円
０万円

（41.3%）

（41.6%）

（37.9%）

（24.6%）

（47.0%）

（47.1%）

（20.6%）

（17.0%）

（16.5%）

（45.3%）

（44.9%）

（48.8%）

（35.8%）

（57.2%）

（86.5%）

（65.4%）

（43.5%）

（0.0%）

予 算 現 額

※（　）は収入率
収 入 済 額

予 算 現 額

※（　）は執行率
支 出 済 額

介 護 保 険

石橋駅周辺土地
区 画 整 理 事 業
仁良川地区土地
区 画 整 理 事 業
水 道 事 業
（収益）

水 道 事 業
（資本）

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
合 計

行 政 財 産
普 通 財 産

計
行 政 財 産

科　　目 収入状況 市民の負担状況
１人あたり １世帯あたり

21億5,508万円
30億3,705万円
１億2,052万円
１億6,506万円
３億7,524万円
58億5,295万円

地方債残高
３６１億９，４１２万円 基金残高

124億9,455万円一般会計
245億6,252万円

財政調整基金
20億139万円

一般旅券印紙等購買基金
　　　300万円

介護給付費準備基金
3億8,302万円

高額療養費
資金貸付基金
1,000万円

減債基金
30億6,119万円

公共施設整備基金
15億2,833万円

庁舎等整備基金
13億4,717万円

地域振興基金
15億7,783万円

道の駅しもつけ基金
8,683万円

土地開発基金
6億8,010万円

国民健康保険
財政調整基金
４億8,393万円

地域福祉基金
４億3,982万円

保健福祉施設整備基金
４億3,895万円

グリーン保存育成基金
603万円

地域づくり事業
推進基金
４億4,696万円

公共下水道事業
68億9,394万円

農業集落排水事業
22億5,339万円

水道事業
24億8,427万円

３万5,740円
５万   367円
1,999円
2,737円
6,223円

９万7,066円

９万1,132円
12万8,427円

5,096円
　 6,980円
１万5,868円
24万7,503円

区　　　　　分 内　　　訳

土　地

建　物

１世帯あたり177万7,038㎡
19万3,932㎡
197万　970㎡
19万1,765㎡
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保健便り■問い合わせ先■　健康増進課　☎（32）8905保健便り ■問い合わせ先■　健康増進課　☎（32）8905

【
正
解
は
○
】
授
乳
室
は
こ
ど
も
福
祉
課
西
側　
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
は
市
民
ロ
ビ
ー
北
で
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

薬
物
依
存
症
家
族
の
つ
ど
い

　

薬
物
依
存
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

家
族
は
ど
う
か
か
わ
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
・
・
・
同
じ
よ
う

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
他
の
ご
家

族
と
一
緒
に
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
初
め
て
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
職
員
に
よ
る
事
前
面
談
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

平
成
30
年
１
月
11
日
㈭

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
場

　

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎

　
（
小
山
市
犬
塚
３‒

１‒

１
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

生
活
衛
生
課
生
活
薬
事
担
当

　

☎（
22
）６
１
１
９

歯
の
健
康
相
談
を

行
い
ま
し
た

　

10
月
15
日
、
き
ら
ら
館
に
お
い

て
、
フ
ッ
素
塗
布
と
２
歳
児
歯
科

検
診
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ッ
素
塗

布
に
お
い
て
、
今
回
は
５
５
３
人

が
フ
ッ
素
塗
布
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
や
歯
科
相
談
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
歳
児
歯
科
検
診
に
お

い
て
は
、
１
８
７
人
が
歯
科
検
診

や
歯
科
相
談
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
フ
ッ
素
塗
布
事
業
と
２

歳
児
歯
科
検
診
は
、
平
成
30
年
２

月
18
日
㈰
で
す
。
フ
ッ
素
塗
布
に

お
け
る
対
象
は
年
中
児
か
ら
小
学

２
年
生
ま
で
で
す
。

　

２
歳
児
歯
科
検
診
に
お
け
る
対

象
は
平
成
27
年
７
月
か
ら
12
月
生

ま
れ
で
す
。
ど
ち
ら
も
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

救
急
医
療
の
体
制
に
つ
い
て

　

本
市
の
救
急
医
療
体
制
は
、
小

山
医
療
圏
（
小
山
市
、
下
野
市
、

野
木
町
、
上
三
川
町
）
に
お
い
て

患
者
の
容
態
に
よ
り
初
期
救
急
、

二
次
救
急
、
三
次
救
急
の
三
種
類

に
分
け
た
受
入
体
制
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

救
急
患
者
が
迅
速
か
つ
適
切
な

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療

機
関
と
消
防
機
関
の
連
携
・
協
力

を
と
っ
て
い
ま
す
。

■
初
期
救
急
医
療
体
制

　

主
に
休
日
や
夜
間
の
軽
症
患
者

（
外
来
治
療
で
済
む
救
急
患
者
な

ど
）
に
対
す
る
救
急
医
療
を
提
供

す
る
た
め
、
夜
間
休
日
急
患
診
療

所
や
在
宅
当
番
医
制
を
行
っ
て
い

ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
に
そ
の
月

の
救
急
告
示
医
療
機
関
当
番
（
一

次
急
患
）
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
月
は
38
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
二
次
救
急
医
療
体
制

　

主
に
入
院
や
手
術
を
必
要
と
す

る
重
症
患
者
に
対
す
る
救
急
医
療

と
な
り
ま
す
。

①
病
院
群
輪
番
制
病
院

　

新
小
山
市
民
病
院（
月
・
水
・
土
・

日
曜
日
）

　

☎（
36
）０
２
０
０

　

石
橋
総
合
病
院
（
火
・
木
曜
日
）

　

☎（
53
）１
１
３
４

　

光
南
病
院
（
火
・
木
曜
日
）

　

☎（
45
）７
７
１
１

　

杉
村
病
院
（
金
曜
日
）

　

☎（
25
）５
５
３
３

　

小
金
井
中
央
病
院
（
金
曜
日
）

　

☎（
44
）７
０
０
０

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
（
日
曜
日
）

　

☎（
44
）２
１
１
１

②
小
児
二
次
救
急
医
療
支
援
事
業

　

新
小
山
市
民
病
院
（
休
日
の
昼

間
帯
）

　

☎（
36
）０
２
０
０

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
（
毎
日
の
夜
間
）

　

☎（
44
）２
１
１
１

■
三
次
救
急
医
療
体
制

　

主
に
脳
卒
中
や
急
性
心
筋
梗
塞

な
ど
、
特
に
症
状
の
重
い
重
篤
患

者
に
対
す
る
救
急
医
療
体
制
と
な

り
ま
す
。

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
（
毎
日
の
夜
間
）

　

☎（
44
）２
１
１
１
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保健便り■問い合わせ先■　健康増進課　☎（32）8905保健便り ■問い合わせ先■　健康増進課　☎（32）8905

問
５　
下
野
市
の
自
治
会
名
「
谷
地
賀
」
は
何
て
読
む
で
し
ょ
う
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に

参
加
し
て
記
念
品
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　

し
も
つ
け
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

む
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
制
度
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
、
ポ
イ
ン
ト
を
ク
リ
ア
さ

れ
た
方
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
記
念
品
は
、
次
の
中
か

ら
１
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①
ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
券

　
（
１
，
５
０
０
円
相
当
）

②
ふ
れ
あ
い
館
入
浴
券

　
（
１
，
５
０
０
円
相
当
）

③
ゆ
う
ゆ
う
館
入
浴
券

　
（
１
，
５
０
０
円
相
当
）

④
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
券

　
（
１
，
５
０
０
円
相
当
）

⑤
道
の
駅
し
も
つ
け
商
品
券

　
（
１
，
０
０
０
円
相
当
）

⑥
き
ら
ら
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利

用
券
（
３
回
お
試
し
券
）

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

健
康
増
進
課
や
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
２
施
設
）、
市
内
各
公
民

館
（
４
館
）
等
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
ま
し
た
ら
、

健
康
増
進
課
に
ご
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
郵
送
可
）

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市
内
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
心
理

士
・
保
育
士
等
が
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
程　
12
月
８
日
㈮

■
時
間　
午
前
９
時
～
11
時

■
相
談
員　
心
理
士
・
保
育
士

■
会
場　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
り
か
ご
（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

■
日
程

　

平
成
30
年
１
月
12
日
㈮

■
時
間　
午
前
９
時
～
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

み
る
く
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

※
「
ゆ
り
か
ご
」
と
「
み
る
く
」

を
初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

防
犯
対
策
の
た
め
に
入
館
者
登
録

（
名
札
代
）
３
１
０
円
が
か
か
り

ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

母
乳
・
育
児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
心
配

ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
程　
12
月
21
日
㈭

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員　
保
健
師
・
助
産
師
・

管
理
栄
養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

※
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い

思
い
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
精
神
科
医
の
「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
程

　

平
成
30
年
１
月
16
日
㈫

　

午
後
２
時
～
４
時

※
平
成
30
年
１
月
９
日
㈫
ま
で
に

ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
会
場　
健
康
増
進
課

■
相
談
員　
精
神
科
医

■
料
金　
無
料

健
康
づ
く
り
基
礎
教
室

　

健
康
診
断
を
受
け
て
、
腹
囲
や

脂
質
、
血
糖
値
な
ど
で
基
準
値
よ

り
も
高
い
項
目
が
あ
っ
た
ら
要
注

意
で
す
！
生
活
習
慣
病
の
予
防
法

を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
12
月
22
日
㈮

　

午
前
９
時
15
分～

午
後
１
時
30
分

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　
40
歳
以
上
の
健
康

診
断
を
受
け
た
市
内
在
住
の
方

■
内
容

・
生
活
習
慣
病
って
な
ん
だ
ろ
う
？

・
家
で
も
実
践
で
き
る
運
動
を

や
っ
て
み
よ
う

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
ポ
イ

ン
ト
を
知
ろ
う
（
調
理
実
習
も
行

い
ま
す
）

■
持
ち
物

　

健
診
結
果
、筆
記
用
具
、運
動
が

で
き
る
服
装
・
室
内
用
靴
、飲
み
物

（
水
か
お
茶
）、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

■
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
締
切

　

12
月
15
日
㈮

教
室
・
講
座

相
　
　
談

　

血
液
の
中
に
は
脂
質（
中
性

脂
肪
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

な
ど
）が
含
ま
れ
て
お
り
、細
胞

膜
や
ホ
ル
モ
ン
の
材
料
と
な

る
ほ
か
、エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。脂
質
が

増
え
す
ぎ
て
し
ま
う
な
ど
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
と
、

動
脈
硬
化
な
ど
身
体
に
悪
い

影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

・
動
物
性
脂
肪
で
あ
る
肉
や

卵
な
ど
の
と
り
過
ぎ
は
脂
質

を
増
や
し
ま
す
。カ
ル
シ
ウ
ム

を
と
る
た
め
に
牛
乳
・
乳
製
品

を
と
っ
て
い
る
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、牛
乳
・
乳
製

品
に
も
動
物
性
脂
肪
が
含
ま

れ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

（
１
日
の
適
量
は
牛
乳
だ
と
２

０
０
㏄
、ヨ
ー
グ
ル
ト
だ
と
２

パ
ッ
ク
が
目
安
で
す
）

・
食
事
の
量
が
多
す
ぎ
た
り
、

清
涼
飲
料
水
ま
た
は
ア
ル
コ
ー

ル
の
飲
み
過
ぎ
や
、
果
物
や

甘
い
お
菓
子
を
食
べ
過
ぎ
る

と
中
性
脂
肪
が
高
く
な
り
ま

す
。
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
こ
っ
と

健
康
メ
モ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く
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国民年金だより

【
正
解
は
ヤ
ジ
ッ
カ
】

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

※
表
は
昭
和
16
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

※
表
中
の
金
額
は
、
受
給
開
始
年

齢
到
達
月
（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）
に
繰
り
上
げ
し
た
減
額

率
に
よ
り
計
算
し
て
い
ま
す
。

※
実
際
に
は
、
請
求
し
た
月
に
応

じ
て
、
次
の
式
で
計
算
さ
れ
た
減

額
率
に
よ
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
減
額
率
＝
０
．５
％
×
繰
り
上

げ
請
求
月
か
ら
65
歳
に
な
る
月
の

前
ま
で
の
月
数

老
齢
基
礎
年
金
繰
下
げ
受
給

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

本
人
が
希
望
す
れ
ば
66
歳
か
ら
70

歳
ま
で
の
希
望
す
る
と
き
か
ら
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
受
け
取
る
年
金
額
が

65
歳
か
ら
受
け
始
め
る
年
金
額
に

比
べ
増
額
さ
れ
ま
す
。
増
額
率
は
、

65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
繰
下
げ
の

申
し
出
を
行
っ
た
月
の
前
月
ま
で

の
月
数
に
応
じ
て
、
1
か
月
繰
下

げ
る
ご
と
に
０
．７
％
ず
つ
高
く

な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
繰
下
げ
の
請
求
を
行

う
月
に
よ
っ
て
増
額
率
は
異
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
昭
和
16
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
66

歳
で
受
け
取
り
始
め
た
場
合
は

12
％
、
67
歳
で
は
26
％
、
68
歳
で

は
43
％
、
69
歳
で
は
64
％
、
70
歳

で
は
88
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
繰
り
上
げ
受
給

総
額（
累
計
額
）

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
40
年
間
保

険
料
を
納
め
て
、
65
歳
か
ら
の
年

金
額
を
満
額
７
７
９
，３
０
０
円

（
平
成
29
年
度
の
額
）
受
け
取
る

も
の
と
し
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

（
単
位
：
円
）

が
あ
る
場
合
は
年
金
事
務
所
）
で

行
い
ま
す
。

繰
り
上
げ
受
給
の
注
意
点

　

繰
り
上
げ
受
給
を
す
る
と
、
い

く
つ
か
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
十
分
理
解
し
た
う
え
で
、
繰

り
上
げ
受
給
を
す
る
か
ど
う
か
決

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
繰
り
上
げ
の
請
求
を
し
た
場
合

は
、
裁
定
の
取
り
消
し
や
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
。

②
請
求
時
の
年
齢
に
応
じ
て
年
金

額
が
減
額
さ
れ
、
一
生
減
額
さ
れ

た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

③
繰
り
上
げ
受
給
後
は
、
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
障
害

基
礎
年
金
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

④
繰
り
上
げ
受
給
後
に
遺
族
年
金

等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
、
老
齢
基
礎
年
金

と
遺
族
年
金
の
ど
ち
ら
か
一
方
を

選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
65

歳
か
ら
は
両
方
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
は
減
額
支
給
の
ま

ま
で
す
。

⑤
寡
婦
年
金
を
受
け
る
権
利
が
な

く
な
り
ま
す
。

⑥
国
民
年
金
の
任
意
加
入
が
で
き

ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金
繰
り
上
げ
受
給

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は

65
歳
か
ら
受
け
取
る
の
が
基
本
で

す
が
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
60
歳

か
ら
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
受
け
取
る
年

金
額
が
65
歳
か
ら
受
け
始
め
る
年

金
額
に
比
べ
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
率
は
、
受
給
を
希
望
し
、

請
求
し
た
月
か
ら
65
歳
に
な
る
月

の
前
月
ま
で
の
月
数
に
応
じ
て
、

1
か
月
繰
り
上
げ
る
ご
と
に
０
・

５
％
ず
つ
低
く
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
繰
り
上
げ
の
請
求
を

行
う
月
に
よ
っ
て
減
額
率
は
異
な

り
ま
す
。
な
お
、
減
額
は
一
生
続

き
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

年
金
を
受
け
取
る
手
続
き
を
裁

定
請
求
と
い
い
、
国
民
年
金
の
裁

定
請
求
の
手
続
き
は
、
市
区
町
村

役
場
の
国
民
年
金
の
窓
口
（
第
2

号
お
よ
び
第
3
号
被
保
険
者
期
間

国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　☎（32）8895
栃木年金事務所

☎0282（22）4131

受給開始年齢
累計額

60歳
70%

61歳
76%

62歳
82%

63歳
88%

64歳
94%

65歳
100%

60歳時 545,510
61歳時 1,091,020 592,268
62歳時 1,636,530 1,184,536 639,026
63歳時 2,182,040 1,776,804 1,278,052 685,784
64歳時 2,727,550 2,369,072 1,917,078 1,371,568 732,542
65歳時 3,273,060 2,961,340 2,556,104 2,057,352 1,465,084 779,300
70歳時 6,000,610 5,922,680 5,751,234 5,486,272 5,127,794 4,675,800
75歳時 8,728,160 8,884,020 8,946,364 8,915,192 8,790,504 8,572,300
80歳時 11,455,710 11,845,360 12,141,494 12,344,112 12,453,214 12,468,800

支給の繰下げを申し出た日の年齢 受取率

65歳 100%

66歳0か月～66歳11か月 108.4％～116.1％

67歳0か月～67歳11か月 116.8％～124.5％

68歳0か月～68歳11か月 125.2％～132.9％

69歳0か月～69歳11か月 133.6％～141.3％

70歳 142%
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■
Ｓ
さ
ん
（
30
代
男
性
精
神
障
が
い
）
へ

の
就
労
支
援

　

Ｓ
さ
ん
は
、
病
気
が
あ
る
こ
と
を
隠
し
て

就
職
し
ま
す
が
、
長
続
き
せ
ず
離
職
を
繰

り
返
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
取
得
を
機
に
、
病
気

を
隠
さ
ず
に
働
く
こ
と
を
決
意
し
、
現
在

は
大
手
企
業
の
食
堂
の
厨
房
で
主
に
洗
浄

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

洗
浄
業
務
が
忙
し
く
な
る
と
「
も
た
も

た
す
る
な
！
」
と
執
拗
に
幻
聴
が
聞
こ
え

苦
し
く
な
り
、
仕
事
が
出
来
て
い
る
か
ど

う
か
不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
が
、
職
場
で
は
、
体
調
に
応
じ

て
通
院
等
に
つ
い
て
細
や
か
な
勤
務
調
整

の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
も
４
年
目
を
迎
え
、
継
続
し
た
就

労
が
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
１
日

４
時
間
と
い
う
短
時
間
の
勤
務
で
は
あ
り

ま
す
が
、
目
標
で
あ
っ
た
一
人
暮
ら
し
を

実
現
し
、
今
後
は
婚
活
に
向
け
て
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
た
い
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

■
就
労
部
会
コ
メ
ン
ト

　

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る

方
た
ち
が
、
自
分
に
あ
っ
た
職
場
に
就
き
、

活
き
活
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
責　

鱒
渕
泰
子
・
梁
島
和
由

県
南
圏
域
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
め
ー
ぷ
る
」
の
支
援
事
例

　
「
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
身
近
な
地
域
に

お
い
て
、
雇
用
、
保
健
福
祉
、
教
育
等
の

関
係
機
関
の
連
携
拠
点
と
し
て
、
就
業
面

及
び
生
活
面
に
お
け
る
一
体
的
な
相
談
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
「
め
ー
ぷ
る
」
の
支
援
内
容

　

就
業
及
び
そ
れ
に
伴
う
日
常
生
活
上
の

支
援
を
必
要
と
す
る
障
が
い
の
あ
る
方
に

対
し
、
窓
口
で
の
相
談
や
職
場
・
家
庭
訪

問
等
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
内
容
は
、
就
職
希
望
者
や
既
就
職

者
の
状
態
や
希
望
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

就
職
に
向
け
た
訓
練
が
必
要
な
方
に
は
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得
や
日
常
生
活
の
調

整
を
行
う
訓
練
先
の
斡
旋
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
求
職
中
の
方
に
は
、
職
業
の
マ
ッ

チ
ン
グ
や
就
職
面
接
の
同
行
等
を
行
い
ま

す
。
就
職
し
て
か
ら
も
、
必
要
に
応
じ
て

職
場
訪
問
を
行
い
、
相
談
支
援
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
生
活
面
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
の
形
成
、
健
康
管
理
、
金
銭
管
理

等
の
日
常
生
活
の
自
己
管
理
に
関
す
る
助

言
を
行
い
、
安
定
し
た
就
労
生
活
が
送
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
Ｋ
さ
ん
（
20
代
知
的
障
が
い
）
へ
の
就

労
支
援

　

Ｋ
さ
ん
は
工
房
つ
ば
さ
で
は
パ
ン
作
り

の
工
程
の
う
ち
、
技
術
を
要
す
る
機
械
操

作
を
担
当
し
、
ま
た
販
売
活
動
や
ベ
ッ
ト

メ
ー
キ
ン
グ
で
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
仲

間
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
秋
、

老
人
福
祉
施
設
に
就
職
し
、
主
に
ベ
ッ
ト

メ
ー
キ
ン
グ
や
洗
濯
等
の
リ
ネ
ン
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
緊
張
す
る
け
ど
楽
し

い
で
す
。
将
来
的
に
は
介
護
の
仕
事
も
お

手
伝
い
し
た
い
で
す
。」
と
意
欲
的
な
姿

勢
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

施
設
の
就
労
支
援
員
は
、
Ｋ
さ
ん
の
周

囲
へ
の
気
遣
い
を
優
先
す
る
性
格
や
得
意

な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
を
関
係
者
間
で
共

有
し
、
一
日
も
早
く
職
場
に
慣
れ
、
Ｋ
さ

ん
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

就
労
移
行
支
援
事
業
所「
工
房
つ
ば
さ
」

の
支
援
事
例

　
「
就
労
移
行
支
援
事
業
」
と
は
、
一
般

就
労
を
目
指
す
障
が
い
者
に
対
し
、
就
職

に
向
け
た
訓
練
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
市
内
で
は
工
房
つ
ば
さ
や
ア
ク
シ
ョ

ン
下
野
が
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
工
房
つ

ば
さ
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

■
「
工
房
つ
ば
さ
」
で
の
基
本
的
訓
練

　

施
設
内
で
の
作
業
の
ほ
か
、
外
部
販
売

や
施
設
外
実
習
（
高
齢
者
施
設
で
の
ベ
ッ

ト
メ
ー
キ
ン
グ
、
公
園
の
点
検
業
務
等
）

に
参
加
し
ま
す
。
そ
の
他
、
一
般
就
労
に

必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
授
業
、
金
銭

管
理
の
訓
練
、
公
共
の
交
通
機
関
の
利
用

訓
練
等
を
随
時
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

■
一
般
就
労
へ
向
け
た
取
組

　

訓
練
が
あ
る
程
度
達
成
で
き
た
ら
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し
、
職
場
体
験
実
習

や
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま

た
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

に
も
登
録
し
、
就
職
後
の
定
着
支
援
を
合

同
で
行
い
ま
す
。

■
就
労
実
績
や
職
場
定
着
の
状
況

　

大
手
家
具
メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
販
売
店
、

鋳
型
製
造
工
場
、
老
人
福
祉
施
設
等
に
就

職
。
今
も
う
ま
く
継
続
し
て
い
る
方
と
、

一
部
職
場
で
の
人
間
関
係
を
築
け
ず
別
の

企
業
に
転
職
し
た
方
も
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
就
労
支
援

　
　
～
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

　
下
野
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
就
労
部
会
で
は
、
障
が
い
者
の
「
働
く
」
を
テ
ー
マ
に

調
査
・
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
就
労
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
一
般
企
業
へ
就
職
し

た
障
が
い
者
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

丁寧に仕上げることを心がけています
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■
出
願
期
間

　
第
１
回
は
平
成
30
年
２
月
28
日

㈬
ま
で
、
第
２
回
は
平
成
30
年
３

月
20
日
㈫
ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

•

平
成
30
年
１
月
９
日
㈫

•

平
成
30
年
２
月
５
日
㈪

　
午
後
１
時
～
２
時

■
相
談
受
付

　
下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度
第

１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き

な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
卒
業
す
れ
ば
学
士
（
教
養
）
の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
１
，０
０
０
円
（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の

授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼

べ
る
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

生涯学習情報センターまつりが開催されました
　10月15日、第10回生涯学習情報センターまつりが賑やかに開催され、雨の中、
たくさんの皆さんにご来場いただきました。
　今年のスローガンは「のぞいてみよう！地域の活動」で、生涯学習情報センター
に登録する市民活動団体や生涯学習ボランティアの日頃の活動を皆さんに発表する
ことができました。
　バザー、模擬店、手作り体験等が実施され、着ぐるみによるパフォーマンスや昔
遊びやザリガニ釣り等、お子さんも楽しめる企画に大喜びでした。

着ぐるみパフォーマンス

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り

昔
遊
び

模擬店体験コーナー
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国
分
寺
公
民
館

　
10
月
14
日
の
開
会
式
を
皮
切
り

に
、
計
４
日
間
、
民
謡
、
舞
踊
、

吟
詠
、
ダ
ン
ス
、
邦
楽
、
洋
楽
、

郷
土
芸
能
、
ロ
ッ
ク
、
フ
ォ
ー
ク

な
ど
数
多
く
の
ス
テ
ー
ジ
が
開
催

さ
れ
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体
、

個
人
の
方
が
、
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

連
日
多
く
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
今
年
度
出
演
者
の
年
齢
制
限
を

な
く
し
た
こ
と
に
よ
り
、
幼
稚
園

生
か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
の
方
ま
で

多
く
の
方
が
舞
台
に
出
演
さ
れ
、

「
つ
な
ご
う
！
広
げ
よ
う
！
文
化

の
祭
典
」

の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー

ズ
の
と
お

り
、
世
代

を
超
え
た

芸
術
文
化

の
交
流
が

図
ら
れ
ま

し
た
。

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

　
10
月
21
日
・
22
日
に
開
催
さ
れ

た
「
市
民
の
作
品
展
」
で
は
、
絵

画
、
木
版
画
、
写
真
、
陶
芸
、
手

工
芸
、
短
歌
、
俳
句
、
山
野
草
な

ど
、
下
野
市
の
芸
術
が
一
堂
に
会

し
、
体
育
館
が
、
美
術
館
の
よ
う

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
訪
れ
る
多

く
の
方
が
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品

に
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
時
に
市
内
小
学
4
年
生
の

「
10
年
後
の
自
分
、
10
年
後
の
下

野
市
」
を
題
材
と
し
た
絵
画
展
も

開
催
さ
れ
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ

る
絵
画
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
押
し
花
、
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ラ
ワ
ー

の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
手

作
り
の
作

品
づ
く
り

を
体
験
し

て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

グ
リ
ム
の
館

　
10
月
14

日
・
15
日

に
茶
華
道

展
、
10
月

19
日
～
22

日
は
書
道

展
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。
華
道
、

茶
道
、
書

道
を
と
お

し
て
、
日

本
の
伝
統
文
化
を
体
感
、体
験
し

て
い
た
だ
き
、来
場
さ
れ
た
多
く

の
方
が
、和
の
世
界
を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
10
月
29
日
に
は
、
グ

リ
ム
♪
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
の
綱

川
千
帆
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
多
く
の
方
が
、
素
敵
な

演
奏
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
コ
ー
ラ
ス
、
オ

カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
の
発
表
が
行
わ
れ
、

心
と
体
に
響
く
「
音
」
と
「
歌
」

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
実

行
委
員
会（
生
涯
学
習
文
化
課
内
）

　
☎（
32
）８
９
１
９

～
つ
な
ご
う
！
広
げ
よ
う
！
文
化
の
祭
典
～

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
が

市
内
３
会
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

●
第
５
回
下
野
市
長
杯

　
囲
碁
大
会
結
果

　

10
月
28
日
国
分
寺
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
て
開
催
（
敬
称
略
）

　
最
強
戦

　
　
優
勝　
　
　
渋
谷
尚
美

　
　
準
優
勝　
　
山
本
広
斉

　
　
３
位　
　
　
樫
村
仁

　
Ａ
ク
ラ
ス

　
　
優
勝　
　
　
齋
藤
淳
哉

　
　
準
優
勝　
　
黒
川
智
美

　
　
３
位　
　
　
越
川
瑛
斗

　
Ｂ
ク
ラ
ス

　
　
優
勝　
　
　
鵜
木
義
信

　
　
準
優
勝　
　
飯
田
七
七
三

　
　
３
位　
　
　
伊
沢
克
雄

　
Ｃ
ク
ラ
ス

　
　
優
勝　
　
　
大
野
芳
生

　
　
準
優
勝　
　
大
橋
達
之

　
　
３
位　
　
　
滝
田
徹

●
市
民
将
棋
大
会
結
果

　
10
月
29
日
国
分
寺
公
民
館
和
室

に
て
開
催
（
敬
称
略
）

　
Ａ
ク
ラ
ス

　
　
優
勝　
　
　
千
賀
章
久

　
　
準
優
勝　
　
栃
木
昇

　
Ｂ
ク
ラ
ス

　
　
優
勝　
　
　
大
橋
達
之

　
　
準
優
勝　
　
館
野
稔

　
Ｃ
ク
ラ
ス

　
　
優
勝　
　
　
佐
藤
優
道

　
　
準
優
勝　
　
吉
村
藤
蔵

　
Ｄ
ク
ラ
ス

　
　
優
勝　
　
　
渡
辺
誠

　
　
準
優
勝　
　
倉
持
利
男

　
Ｅ
ク
ラ
ス

　
　
優
勝　
　
　
斉
木
涼
平

　
　
準
優
勝　
　
大
島
一
明

　
Ｅ
ク
ラ
ス

　
　
優
勝　
　
　
関
口
潔

　
　
準
優
勝　
　
荻
井
憲
成
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下野市消防団通常点検 ～６万市民の生命と財産を守ります～
　11月12日に国分寺運動公園で下野市消防団通常点検が行われました。
　倉井茂樹団長の指揮により、服装点検・機械器具点検・ポンプ操法点検が行われ、火災等に対する備えが
万全であることを確認しました。
　点検終了後には団員が分列行進を行い、愛泉幼稚園の鼓笛隊・女性防火クラブ・石橋消防署車両も参加し、
ひときわ盛大なものとなりました。

受賞された方々は次のとおりです
（敬称略）

■ 栃木県知事表彰
　 ◆ 模範消防団員　　舘野寅

■ 栃木県消防協会長表彰
　 ◆ 勤続章（25年）　倉井茂樹
　　　　　　　　　　  富永一雄
 　◆ 勤続章（20年）　菊地正行　他２名
 　◆ 勤続章（15年）　小平友一　他５名
 　◆ 勤続章（10年）　青柳敦夫　他16名

■ 栃木県消防協会下都賀支部長表彰
　 ◆ 功績章（８年）   上野光義　他28名
　 ◆ 勤続章（５年）   小野和也　他40名

■ 石橋地区消防団連絡協議会長表彰
　 ◆ 優良部　第３分団第３部
　 　　　　　 第１分団第１部

■ 下野市長表彰
　 ◆ 退職団員表彰状
　 　 野澤英之　　青柳昌幸　　新倉基弘
　  　伊澤隆　　　稲葉伸行　　安達祐介
　　  田村彰久　　角田邦明　　山田政美
　　  鈴木裕之　　熊倉隼介　　青木智宏
　
■ 下野市消防団長表彰
　 ◆ 退職団員感謝状
　 　 大塚洋　　岡本忠士
 　◆ 優良部　第４分団第２部
 　　　　　　 第６分団第２部

第12回消防操法競技会
　11月５日、下野市消防団の第12回消防操法競技会が国分寺
運動公園で開催されました。
　競技会には市内９分団から全21部（ポンプ車21台）が出場し、
日頃からの練習の成果を十分に発揮し、消火作業の迅速正確
さを競い合いました。成績は次のとおりです。

優勝
　Ａグループ　第３分団第３部（本吉田北、本吉田南、磯部）

　Ｂグループ　第１分団第１部 （下原、西区、薬師一丁目～
三丁目、祇園（祇園一丁目
北を除く）、緑）

今年秋の消防団の活動について
　８月から９月までの間に、台風の通過や接近により、河川の増水等が発生しました。このため消防
団では水防活動や河川巡視の出動が幾度も続きました。
　消防団では、過去の豪雨災害等で得た教訓をもとに水防訓練を重ね、実際の活動に備えていますので、
地域の皆様のご協力をいただきますようお願いします。

点検者による服装点検消防団員による分列行進

第１分団第１部第３分団第３部
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年
末
年
始
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

　

こ
の
時
季
に
な
る
と
空
気
が
乾

燥
し
、
暖
房
器
具
や
火
気
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

火
災
の
発
生
が
増
加
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
は
休
日
が
多

く
、
外
出
な
ど
で
家
を
空
け
た
り
、

事
業
所
も
無
人
に
な
り
が
ち
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
も
、
お
出
か
け
前
や

お
休
み
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災

の
な
い
年
末
年
始
を
す
ご
し
ま

し
ょ
う
。

こ
ん
な
こ
と
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

●
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

●
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

●
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を

時
々
掃
除
す
る
。

●
暖
房
器
具
は
点
検
を
し
て
か
ら

使
用
す
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
な

い
。

●
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干

さ
な
い
。

●
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
消
し
て

か
ら
給
油
す
る
。

●
野
焼
き
な
ど
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

 

このまちが好き！

守
り
ま
す
！
地
域
の
安
全
と
あ
な
た
の
笑
顔
！

下
野
市
消
防
団
員
募
集

団員の
主な活動募集

女性団員の
主な活動 待遇は？

　下野市消防団では、新たに消防団
員を募集します。
　また、下野市消防団では女性部を
組織しており、同時に女性消防団員
も募集しています。
　18歳以上の健康な方でボラン
ティア精神溢れる方、市内に居住ま
たは勤務する方ならどなたでも入団
できます。

■ 災害時における消火、救助活動
■ 警戒時における巡回活動
■ 消防団点検行事への参加
■ 防災訓練や各種訓練への参加
■ ポンプ操法競技会への参加
■ 消防団研修への参加
■ 防火啓発活動　　など

■ 応急手当の知識の習得と指導
■ 防災訓練・各種訓練式典への参加
■ 防火啓発活動
■ 防火防災に関する研修の受講
■ 警戒時における広報活動・
　 後方支援
■ 火災現場での後方支援
■ 消防団のPR活動
■ 消火器や消火栓の
　 取り扱い訓練の実施　　など

　消防団に入団すると、特別職の地
方公務員となり、年額の報酬と火災
現場や各種訓練に出動した際の出動
手当が支給されます。
　また、活動中のケガなどに対する
補償もあり、安心して活動できます。

■ 問い合わせ先
安全安心課
☎（32）8894
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スポーツ振興課スポーツ振興課
☎（32）８９２０☎（32）８９２０問い合わせ先

　

竹
の
子
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当
　
中
西

☎
０
９
０（
９
１
５
５
）５
２
１
２

■
募
集
対
象
者

　

期
間
中
に
２
歳
に
な
る
幼
児

～
未
就
園
児
20
組
程
度

※
応
募
組
数
が
極
端
に
少
な
い
場

合
は
開
講
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
参
加
費
（
８
回
分
）

　
４
，０
０
０
円
（
幼
児
の
み
保
険
）

■
申
込
期
間

　

12
月
12
日
㈫
か
ら
先
着
順
で
受

け
付
け
ま
す
。

■
講
師

　

宇
賀
神
博
子
先
生

※
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
可
能

★
下
野
市
委
託
事
業

親
子
ス
キ
ー
教
室

　

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
花
形
と
言
え

ば
ス
キ
ー
で
す
ね
！
初
心
者
で
も

参
加
可
能
で
す
。
講
師
と
し
て
現

地
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
２
名
が
午

前
中
指
導
し
ま
す
。（
レ
ッ
ス
ン

参
加
は
有
料
）
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

  

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

未
就
園
児
親
子
体
操
教
室

３ｒ
ｄ
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

　

来
春
か
ら
の
就
園
に
自
信
を

持
っ
て
臨
め
る
よ
う
に
親
子
で
楽

し
み
な
が
ら
我
が
子
の
心
と
体
の

成
長
を
育
む
今
年
度
最
後
の
教
室

に
な
り
ま
す
。
運
動
、
遊
び
、
工

作
、
子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
な

ど
を
通
じ
て
自
主
性
が
芽
生
え
ま

す
。
ま
た
、
育
児
に
つ
い
て
講
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
マ
マ
同
士
の
情

報
交
換
な
ど
有
益
な
時
間
で
も
あ

り
ま
す
。

■
日
時

　

１
月
15
日
，
22
日
，
29
日
、
２

月
５
日
，
19
日
，
26
日
、
３
月
５
日
，

12
日
（
月
曜
日
全
８
回
）
午
前
10

時
～
11
時
30
分

■
会
場

　

天
平
の
丘
公
園
内　

聖
武
館

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
ブ
窓
口
で
申
込
書
に
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

担
当　

増
山

　

☎（
44
）０
８
４
９

（
火・水・金
曜
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

■
申
込
・
問
合
せ
先

土
日
、
祭
日
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時

　

☎（
48
）５
４
０
１

　
　
（
48
）５
３
８
５

FAX

■
日
時

　

平
成
30
年
１
月
28
日
㈰

■
行
程

午
前
５
時
30
分

　

南
河
内
公
民
館
出
発

午
前
９
時

　

ス
キ
ー
場
到
着
（
レ
ッ
ス
ン
参

加
費
以
外
は
自
由
行
動
）

午
後
３
時
30
分

　

ス
キ
ー
場
出
発

午
後
７
時

　

南
河
内
公
民
館
到
着

■
場
所

　

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

　
（
福
島
県
南
会
津
町
）

■
対
象
者　
原
則
と
し
て
市
内
に

在
住
ま
た
は
在
勤
さ
れ
て
い
る
方

■
参
加
費

・
大
人 

６
，０
０
０
円

・
子
供 

５
，０
０
０
円（
小
学
生
以

下
）

※
リ
フ
ト
券
・
昼
食
代
込
み

※
小
学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴

・
レ
ッ
ス
ン
参
加
費 

１
，
０
０
０
円

■
定
員　
40
名

■
申
込
方
法

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南

河
内
窓
口
に
所
定
の
申
込
用
紙
と

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
12
月
４
日
か
ら
受
付
開
始
～
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
参
加
者
が
20
名
以
下
の
場
合
、

開
催
を
中
止
い
た
し
ま
す

※
平
成
30
年
１
月
22
日
以
降
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
料
金
が
発
生
し

ま
す
。

大
会
結
果
報
告

予
選
会
突
破
、
全
日
本
大
会

に
出
場

　

９
月
10
日
に
行
わ
れ
た

K
EN

K
O

　

CU
P

栃
木
県
予
選
会

に
お
い
て
、
竹
の
子
ク
ラ
ブ
の
４

名
が
上
位
入
賞
し
、
12
月
23
日
㈯

の
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
の
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

６
年
男
子
の
部

第
３
位

坂 

涼
太
朗
（
薬
師
寺
小
６
年
）

近
藤 

俊
圭
（
薬
師
寺
小
６
年
）

５
年
以
下
男
子
の
部

第
３
位

長
谷
部 

志
侑
（
薬
師
寺
小
５

年
）

伊
沢 

有
翔
（
国
分
寺
小
５
年
）
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通行止め区間
警備員
看板

会場周辺交通規制図

■問い合わせ先　スポーツ振興課　☎(32)8920　下野警察署　☎(52)0110

1月 8日交通規制のお知らせ
第 12回天平マラソン大会実施のため会場周辺で

車両通行止めとなります。
◎日時　平成 30年1月8日(月)
◎時間　午前 8時30分～午後1時
各コースのスタート時間

天平コース

ハーフマラソン

うすずみコース

おやこコース

むらさきコース

かんぴょうコース

１０キロ

２１キロ

５キロ

１キロ

２キロ

３キロ

１０時４５分スタート

１０時００分スタート

９時５５分スタート

１１時００分スタート

１１時１５分スタート

１１時２５分スタート６

２

１

３

４

５

　当日は、コースへ向かう箇所に警備員が立ちますので、ご自宅への出入り等でご用命があ
りましたら警備員へお声をかけてください。

至栃木
至宇都宮

国分寺運動公園お使者橋

紫橋

天平の丘公園

宮前橋

国分寺公民館

小金井駅

国道４号線

至小山

姿川

至小山

至栃木
至宇都宮

国分寺運動公園お使者橋

紫橋

天平の丘公園

宮前橋

国分寺公民館

小金井駅

国道４号線

至小山

姿川

至小山
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図書館インフォメーション
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Library Inform
ation

図
書
館

図
書
館
利用案内
■12月の図書館カレンダー

■開館時間
　午前９時～午後７時
■図書館ホームページ
（蔵書検索・予約システム）

　http://www.library.
　　 shimotsuke.tochigi.jp/

　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
　　 com/shimotsuke/mb/

|南河内図書館 ☎48-2395

|石橋図書館 ☎52-1136

|国分寺図書館 ☎44-3399

ＱＲコード

ＱＲコード

石橋図書館
■下野学歴史講座　※要申し込み35名

「下谷田遺跡について」
12月２日㈯　午後２時～３時30分
講師：橋本 高志 学芸員
■「おはなし会」
12月２日㈯　午前10時30分～
12月16日㈯　午前10時30分～
■工作会「クリスマスオーナメント」
12月10日㈰　午後２時30分～　※先着10名
■読書会
12月13日㈬
テキスト　立松 和平 著「象が眺める」
■ぬいぐるみのおとまり会※要申し込み15名
12月16日㈯　午前11時30分～正午
12月17日㈰　午後３時～４時
■ちいさなおはなし会
12月18日㈪　午前10時30分～
■新聞コラム書き写しの会
12月18日㈪　午前10時～11時30分

国分寺図書館
■新聞コラム書き写しの会
12月１日㈮・12月15日㈮
両日午前10時～
■お話ポケットの会のクリスマス会
12月９日㈯　午後２時～※申し込み不要
劇「りゅうになりたかったへび」
サンタさんがやってくる！
■自治医大予防医学講座
12月16日㈯　午後２時～３時

「乳がん」定員15組　※要申し込み
■雑誌ふろく大抽選会！
12月23日㈯・24日㈰
貸出10点以上でくじ１回
無くなり次第終了！
■古文書
12月７日㈭・12月21日㈭
午前10時～
■読書会
12月16日㈯　午前10時～
テキスト／坂東 真砂子 著「山妣」

南河内図書館
■親子で楽しむクリスマスカード作り教室
12月２日㈯　午前10時～正午
場所：２階視聴覚室
対象：市内在住の小中学生　15組
※要申し込み、低学年は要保護者同伴
※カード５種類の中から選べるよ！
■読書会
12月９日㈯　午前10時～
テキスト／半藤 一利 著

「あの戦争と日本人」

■移動科学教室
12月９日㈯　午後１時～

「サイエンスショー：科学で遊ぼう」
※工作：プラとんぼを作ろう！
対象：小中学生　定員20名（要申し込み）
■冬のお楽しみ会
12月16日㈯　午前10時30分～11時30分

「クリスマスってなあに」他
※サンタさんからのプレゼントがあります！

■新春企画／本のお楽しみ袋
（３館で実施）
　どんな本が入っているかは借りてか
らのお楽しみ！各館、新年初日からス
タートします。（数量限定）

■図書館からのお知らせ
　市内３図書館では12月25日㈪～１月
４日㈭まで、図書館システムの更新（コ
ンピュータの入替）の為、全館休館と
なります。ホームページも24日㈰午後
７時〜停止となります。ご迷惑をおか
けしますがご協力をお願いいたします。
この間、返却につきましてはブックポ
スト（視聴覚資料は不可）に返却をお
願いいたします。
※石橋図書館については１月５日㈮ま
で休館となります。

図書館購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
生きていくあなたへ（石・南）
	 …日野原 重明
たいへんな生きもの（石）
	 …マット・サイモン
西郷どんの言葉（国）	 …齋藤 　孝
百貨の魔法（国・南）	 …村山 早紀
ニッポンのおみくじ（南）	 …鏑木 麻矢
100歳の生きじたく（石・南）	…吉沢 久子

＜児童書＞
あそぼう、マジック（石）	…日本奇術協会
わたしたちのたねまき（石・国）
	 …キャスリン・O.ガルブレイス
モノレールのたび（国）	 …みねお みつ
サンタちゃん（石・国・南）	…ひこ 田中
ともだちのときちゃん（石・南）
	 …岩瀬 成子
文様えほん（南）	 …谷山 彩子

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図
書館どこでも貸出（貸出中は予約）が
可能です
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読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（石）＝石橋　（国）＝国分寺　（南）＝南河内】
所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

石橋図書館 ☎（52）1136／国分寺図書館 ☎（44）3399／南河内図書館 ☎（48）2395

今
月
の

イ
チ
オ
シ

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

年末年始

　もうすぐ2018年がやってきます。
　来年はどんな年にしたいですか？
　今年最後の「読書人」では、年末
年始をテーマに、お正月の迎えかた
でヒントになる大掃除や、おせ
ちづくりなどの本からみかんの
むきかたまで、おすすめの図書
をご紹介します。

神社の
解剖図鑑
日本各地の
神様と
ご利益が
マルわかり

米澤 貴紀 著
エクスナレッジ

日本人に馴染み深い神社。でも神社ってどんなところ？
狛犬以外にどんな種類がいる？鳥居のデザインも
様々？境内の様子はもちろん、神話や歴史のつながり、
ご利益別の神社紹介など、神社のことを解剖します！
初詣のご参考にもぜひどうぞ。（国）

男子★弁当部
あけてびっくり！
オレらのおせち
大作戦

イノウエ ミホコ 作
東野 さとる 絵
ポプラ社

フィンランドの友達のため、男子弁
当部が挑戦するのはスペシャルなお
せち料理！弁当部が考える特別メ
ニューとは？（石・国・南）

えんぎがいい

雨宮 尚子 著
白泉社

神社の狐や招き猫など日本で昔から
「縁起が良い」といわれる動物の縁
起の由来が、かわいらしいイラスト
と共に描かれた絵本。（石・国）

和の行事えほん
（２）
秋と冬の巻

高野 紀子 作
あすなろ書房

日本人なら知っておきたい秋から冬
の「和」の行事。由来や意味を知れ
ばますます秋冬が楽しくなります。
（石・国）

あたらしい
みかんの
むきかた１

岡田 好弘 作
神谷 圭介 絵/文
小学館

年末年始はみかんの皮で工作！みか
んの皮に線を描いて、むいて動物を
作ろう！もちろん中身も美味しくい
ただけます！（石・南）

こんなとき
どうする？
暮らし上手の
お手本帖

家の光協会

家事の基本から美容や健康など、暮
らしの知恵をその道のプロがプロセ
ス写真と丁寧な解説で紹介してくれ
ます。（南）

フセンと手帳で
今度こそ、
家が片づく

須藤 ゆみ 著
朝日新聞出版

「いつか片づけよう」ではなく、今
すぐできることが見つかる！部屋も
収納もスッキリする魔法の片づけフ
セン術を写真やイラスト満載で紹介
します。（石）
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寝
る
子
は
育
つ
、
大
人
は
？

　

寒
い
で
す
ね
。
そ
ん
な
と
き
は

あ
っ
た
か
い
お
布
団
か
ら
出
る
の

は
嫌
な
も
の
で
す
。
で
き
れ
ば
、

ず
っ
と
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
て
い
た
い
、

そ
ん
な
気
に
な
り
ま
す
。
昔
か
ら

「
寝
る
子
は
育
つ
」「
寝
不
足
は
万

病
の
も
と
」
と
、
睡
眠
は
成
長
と

健
康
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
こ
と

は
広
く
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

寝
過
ぎ
も
万
病
の
も
と
？

　

睡
眠
不
足
は
、肥
満
、高
血
圧
、

糖
尿
病
、循
環
器
疾
患
、メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、う
つ
病
発
症

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、さ
ら
に
近
年
、ぐ
っ
す

り
眠
れ
な
い
状
態
が
続
く
と
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を
発
症
す

る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。実
は
、寝
過
ぎ
も
病

気
の
素
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。多
く
の
研
究
結
果
を

検
討
し
、長
時
間
睡
眠
は
、死
亡
、

糖
尿
病
、心
血
管
の
疾
患
、脳
卒

中
や
肥
満
と
の
関
連
が
見
出
さ
れ

ま
し
た
。や
は
り
睡
眠
は
大
切
な

ん
で
す
ね
。厚
生
労
働
省
は
、よ
い

睡
眠
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

睡
眠
指
針 

２
０
１
４
」を
示
し
ま

し
た
。こ
の
指
針
の
中
で
は
、睡
眠

は
睡
眠
時
間
の
不
足
だ
け
で
は
な

く
、質
の
良
い
眠
り
が
大
切
だ
と

し
て
い
ま
す
。で
は
、具
体
的
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

よ
い
睡
眠
と
は

　

日
本
人
の
約
５
人
に
１
人
が
眠

れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
の

中
で
も
、特
に
働
き
盛
り
の
30
か
ら

50
歳
代
の
方
で
は
、４
人
に
１
人
が

そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
働

く
世
代
の
睡
眠
時
間
は
短
く
、さ
ら

に
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
短
く
な
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
睡
眠
時
間
に
は

個
人
差
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、健
康

な
人
の
脳
波
を
も
と
に
調
べ
て
み
る

と
、15
歳
前
後
で
約
８
時
間
、25
歳

で
約
７
時
間
、45
歳
で
約
6.5
時
間
、

65
歳
で
約
６
時
間
と
、20
年
ご
と
に

約
30
分
ず
つ
短
縮
す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、睡
眠
は
年

齢
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、そ
の
年

齢
な
り
の
眠
り
方
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。例
え
ば
、必
要
な
睡
眠
時

間
を
超
え
て
長
時
間
お
布
団
の
中

で
過
ご
し
て
も
、か
え
っ
て
眠
り
が

浅
く
な
り
、う
つ
ら
う
つ
ら
と
し
な

が
ら
何
度
も
目
が
覚
め
て
し
ま
う

状
態
に
な
り
ま
す
。き
っ
と「
全
然

寝
た
気
が
し
な
い
」と
い
う
感
じ
に

な
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
が
、高
齢
の
方

が
眠
れ
な
い
と
感
じ
る
不
眠
の
大
き

な
要
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
の
方
の
悩
み

　
「
夜
よ
く
眠
れ
な
い
」と
い
う
高

齢
の
方
に
よ
く
お
会
い
し
ま
す
。あ

る
調
査
で
、約
20
人
に
１
人
が
睡
眠

薬
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
が
、さ
ら
に
高
齢
者
で
は
そ
の

割
合
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。同
時
に
、複
数
の
病
院
で
睡
眠

薬
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
い
る
こ

と
も
分
か
り
、適
切
に
お
薬
を
飲
め

て
い
る
の
か
も
心
配
に
な
り
ま
す
。

お
薬
で
眠
り
や
す
く
す
る
こ
と
も

一
つ
の
方
法
で
す
が
、日
々
の
生
活

を
見
直
す
こ
と
も
大
切
で
す
。睡

眠
12
箇
条
は
、年
代
ご
と
の
ヒ
ン
ト

が
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、参
考
に
な
り
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
」
と
感
じ
る
こ
と

は
辛
い
こ
と
で
す
。
そ
の
裏
に
う

つ
病
や
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
の
病

気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
睡
眠
外
来

な
ど
の
専
門
家
の
力
を
借
り
る
の

も
よ
い
で
す
ね
。

参
考
文
献

厚
生
労
働
省
：
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
睡
眠
指
針 

２
０
１
４

内
山
真
：
生
活
指
導
で
年
相
応
の

睡
眠
時
間
を

渡
辺
範
雄
：
睡
眠
時
間
は
長
す
ぎ

て
も
危
険

医
療
コ
ラ
ム
　
国
保
で
わ
か
る
！
健
康
安
心
！

獨
協
医
科
大
学
　
准
教
授
　
種
市
　
ひ
ろ
み

寝
不
足
、そ
し
て
寝
す
ぎ
に
注
意

健
康
と
睡
眠
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

健康づくりのための睡眠指針 2014～睡眠12箇条～

第
１
条

良い睡眠で、からだもこころも健康に
良い睡眠で、からだの健康づくり
良い睡眠で、こころの健康づくり
良い睡眠で、事故防止

第
７
条

若年世代は夜更かし避けて、体内時計のリズムを保つ
子どもには規則正しい生活を
休日に遅くまで寝床で過ごすと夜型化を促進
朝目が覚めたら日光を取り入れる
夜更かしは睡眠を悪くする

第
２
条

適度な運動、しっかり朝食、ねむりとめざめのメリハリを
定期的な運動や規則正しい食生活は良い睡眠をもたらす
朝食はからだとこころのめざめに重要
睡眠薬代わりの寝酒は睡眠を悪くする
就寝前の喫煙やカフェイン摂取を避ける

第
８
条

勤労世代の疲労回復・能率アップに、毎日十分な睡眠を
日中の眠気が睡眠不足のサイン
睡眠不足は結果的に仕事の能率を低下させる
睡眠不足が蓄積すると回復に時間がかかる
午後の短い昼寝で眠気をやり過ごし能率改善

第
３
条

良い睡眠は、生活習慣病予防につながる
睡眠不足や不眠は生活習慣病の危険を高める
睡眠時無呼吸は生活習慣病の原因になる
肥満は睡眠時無呼吸のもと

第
９
条

熟年世代は朝晩メリハリ、昼間に適度な運動で良い睡眠
寝床で長く過ごしすぎると熟睡感が減る
年齢にあった睡眠時間を大きく超えない習慣を
適度な運動は睡眠を促進

第
４
条

睡眠による休養感は、こころの健康に重要
眠れない、睡眠による休養感が得られない場合、ここ
ろのＳＯＳの場合あり
睡眠による休養感がなく、日中もつらい場合、うつ病の可能性も

第
10
条

眠くなってから寝床に入り、起きる時刻は遅らせない
眠たくなってから寝床に就く、就床時刻にこだわりすぎない
眠ろうとする意気込みが頭を冴えさせ寝つきを悪くする
眠りが浅いときは、むしろ積極的に遅寝・早起きに

第
５
条

年齢や季節に応じて、ひるまの眠気で困らない程度の睡眠を
必要な睡眠時間は人それぞれ　睡眠時間は加齢で徐々に短縮
年をとると朝型化　男性でより顕著
日中の眠気で困らない程度の自然な睡眠が一番

第
11
条

いつもと違う睡眠には、要注意
睡眠中の激しいいびき・呼吸停止、手足のぴくつき・む
ずむず感や歯ぎしりは要注意
眠っても日中の眠気や居眠りで困っている場合は専門家に相談

第
６
条

良い睡眠のためには、環境づくりも重要
自分にあったリラックス法が眠りへの心身の準備となる
自分の睡眠に適した環境づくり

第
12
条

眠れない、その苦しみをかかえずに、専門家に相談を
専門家に相談することが第一歩
薬剤は専門家の指示で使用
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月 火 水 木 金 土 日

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。！

め
す
す
お
に
く
と

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

グリムの森・グリムの館がイルミネーション…P26

12月は県内一斉地方税滞納整理強化月間です…P27

下野市雇用奨励金交付制度について…P27

避難行動要支援者調査を実施します…P28

男の筋トレ塾のご案内…P35

 

 

 

 

今
月
誕
生
日
！…

誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（32）
８
８
８
６
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）お
よ
び
写
真
デ
ー
タ（
４
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以
上
が
望
ま
し
い
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ

さ
い
。申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。掲
載
可
否
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

しもつけマーケット
（11.3）
ミックスダブルステニス
大会（11.25）

人権教育講演会（11.13）

ドイツ風クリスマスパー
ティ（11.48）
駅伝大会（10.25）

エール大使トークイベント
（11.29）
古墳巡りウォーキング
（11.35）

子育て巡回相
談（12.13）

ママパパ
Englishサロン
（11.48）
介護教室
（11.32）

介護者交流会
日帰りバスツ
アー（11.32）

オレンジカフェ
（12.28）

パソコン相談
（11.12）

歴史講座（11.33）婚活バスツアー（11.10）司法書士無料
相談（12.36）
オレンジカフェ
（12.28）

グリムの森クリスマス
コンサート（11.29）

健康づくり教室
（12.13）

育児相談
（12.13）
オレンジカフェ
（12.28）
ママパパ
Englishサロン
（11.48）

市民人権講座
（11.13）

シーラカンス
の日（12.39）

行政書士無料
相談（12.36）

認知症介護者
交流会（12.28）

成人式（10.10）
年輪のつどい（10.10）

文化財観光ガイド養成講
座（12.34）

子育て巡回相
談（12.13）

就職・社会参加
活動相談会
（12.36）
薬物依存症
家族の集い
（12.12）

司法書士無料
相談（12.36）

天平マラソン
大会（10.24）

パソコン相談
（12.16）

市役所業務お休み

212/1 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

りお

ともちゃん

こうちゃん

そうごくん
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募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

■
定
員　

先
着
１
０
０
名

■
聴
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
商
工
会　

本
所

　

☎（
44
）０
２
０
２

　

南
河
内
支
所

　

☎（
48
）０
０
５
９

お
知
ら
せ

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

株
式
会
社
フ
レ
ン
ド
（
代
表
取

締
役
社
長　

谷
孝
裕
様
）
か
ら
、

車
い
す
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

施
設
利
用
者
の
た
め
、
薬
師
寺

歴
史
館
に
設
置
し
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト

時
事
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

下
野
市
商
工
会
で
は
、
テ
レ
ビ

の
情
報
番
組
等
で
お
馴
染
み
の
岩

田
公
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、
時
事

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
後
の
政
治
経
済
の
動
向
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

※
聴
講
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で

す■
日
時

　

平
成
30
年
１
月
18
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所　

下
野
市
商
工
会
館

■
演
題
「
ど
う
な
る
今
後
の
日
本

の
政
治
経
済
」

■
講
師

　

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　

岩
田
公
雄
氏

グ
リ
ム
の
森
・
グ
リ
ム
の

館
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
彩
ら
れ
ま
す
！

　

グ
リ
ム
の
森
は
、
下
野
市
と
姉

妹
都
市
で
あ
る
デ
ィ
ー
ツ
・
ヘ
ル

ツ
タ
ー
ル
市（
ド
イ
ツ
）を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
施
設
で
す
。
お
と
ぎ
話

の
よ
う
な
美
し
い
建
物
と
自
然
が

あ
り
、
12
月
か
ら
１
月
上
旬
に
か

け
て
、
グ
リ
ム
童
話
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

９
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
約

40
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
灯
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
期
間

　

平
成
30
年
１
月
３
日
㈬
ま
で

　

点
灯
時
間
は
午
後
５
時
か
ら
９

時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
入
場
料
・
駐
車
場
使
用
料

　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
ウ
イ
ン
タ
ー
活
性
化
推

進
協
議
会
（
代
表
：
有あ

り
の野
一か

ず
お夫
）

　

☎（
53
）１
８
２
９

天
平
の
芋
煮
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
５
日
に
「
第
20
回
天
平
の

芋
煮
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
、
北
関
東
最
大
級
、

直
径
2.5
メ
ー
ト
ル
の
大
鍋
で
作
ら

れ
た
３
，
０
０
０
食
分
の
芋
煮
汁

を
目
当
て
に
市
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
客
様
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
回
記
念
と
し
て
、
花
広
場
で

は
市
内
商
店
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

芋
煮
の
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

市
内
幼
稚
園
や
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
、「
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
や
「
大
道
芸
人
マ
ジ
カ

ル
Ｔ
Ｏ
Ｍ
シ
ョ
ー
」、「
も
の
ま
ね

芸
人
み
っ
ち
ー
＆
あ
す
か
美
生
歌

謡
シ
ョ
ー
」「
県
内
ゆ
る
キ
ャ
ラ

Ｐ
Ｒ
大
会
」
が
行
わ
れ
、
会
場
は

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

下
野
ブ
ラ
ン
ド　

〜
イ
ベ
ン
ト
紹
介
〜

1
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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
基
づ
く
縦
覧
に
つ
い
て

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ

る
新
設
の
届
出
が
、
次
の
と
お
り

あ
り
ま
し
た
。
店
舗
所
在
地
で
あ

る
本
市
に
お
い
て
、
届
出
の
内
容

を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
意
見

の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
内
に
県

へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
届
出
概
要

・
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び

所
在
地

（
仮
称
）
小
山
羽
川
複
合
店
舗
（
川

中
子
字
東
原
３
３
２
９
番
６
外
）

・
届
出
者　

株
式
会
社
ク
ス
リ
の

ア
オ
キ
、
北
野
清
二

・
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小

売
業
を
行
う
者

　

株
式
会
社
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
他

１
者
未
定

■
縦
覧
期
間　

平
成
30
年
２
月
９

日
㈮
ま
で
（
土
・
日
・
祝
祭
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

■
縦
覧
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）８
９
０
７

（
４
）
対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開

始
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て

６
か
月
前
の
日
か
ら
１
年
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
間
に
解
雇
し
た
労

働
者
が
い
な
い
事
業
主

（
５
）
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
事

業
主

■
対
象
労
働
者

　

市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
60
歳

以
下
の
方
で
、
公
共
職
業
安
定
所

の
紹
介
を
受
け
た
離
職
者
や
、
身

体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
に
該

当
す
る
方
な
ど
（
た
だ
し
、
事
業

主
の
２
親
等
以
内
の
者
を
除
く
）

■
交
付
対
象
期
間

　

対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経

過
す
る
日
か
ら
６
か
月
以
内

■
交
付
額

　

１
人
に
つ
き
20
万
円

（
同
一
年
度
内
で
同
一
事
業
者
に

交
付
で
き
る
額
は
、
１
０
０
万
円

ま
で
）

■
提
出
書
類
に
つ
い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）８
９
０
７

ず
で
す
。

　

市
役
所
や
銀
行
窓
口
の
ほ
か
、

口
座
振
替
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
な
ど
、

生
活
態
様
の
変
化
に
合
わ
せ
た

様
々
な
納
付
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎（
32
）８
８
９
３

下
野
市
雇
用
奨
励
金

交
付
制
度
に
つ
い
て

　

雇
用
機
会
の
増
大
と
雇
用
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
市
内
に
あ
る

事
業
所
が
対
象
労
働
者
を
常
用
雇

用
し
た
場
合
、
事
業
主
に
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
対
象
者

　

次
の
（
１
）
〜
（
５
）
す
べ
て

に
該
当
す
る
事
業
主

（
１
）
雇
用
保
険
適
用
の
事
業
主

（
２
）
１
週
間
当
た
り
の
所
定
労

働
時
間
が
、
既
に
雇
用
し
て
い
る

被
雇
用
者
の
１
週
間
当
た
り
の
所

定
労
働
時
間
と
同
程
度
で
あ
る
対

象
労
働
者
を
、常
用
雇
用
者（
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
を
除
く
）
と
し
て
期

間
を
定
め
ず
、
６
か
月
以
上
常
用

雇
用
し
て
い
る
事
業
主

（
３
）
対
象
労
働
者
に
対
す
る
雇

用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
る
事
業
主

■
滞
納
処
分
の
実
績

（
平
成
28
年
度
実
績
）

・
納
付
催
告　

１
２
，
６
１
１
件

・
財
産
調
査　

４
４
，
３
９
８
件

・
差
押　
　
　
　
　
　

３
６
１
件

（
内
訳
）
給
料　
　
　
　
　

76
件

　
　
　
　

預
貯
金　
　

１
３
９
件

　
　
　
　

生
命
保
険　
　
　

74
件

　
　
　
　

売
掛
金
・
報
酬　

７
件

　
　
　
　

還
付
金　
　
　
　

54
件

　
　
　
　

不
動
産　
　
　
　

11
件

・
換
価
、
取
立
、
配
当

６
３
０
件　

５
９
，
３
３
５
千
円

■
税
金
の
納
付
を
後
回
し
に
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

住
宅
や
自
動
車
の
ロ
ー
ン
、
消

費
者
金
融
の
返
済
等
を
優
先
し
て

滞
納
を
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
自
身
の
財
産

取
得
や
資
産
形
成
に
伴
う
返
済
で

あ
り
、
納
税
の
公
平
性
に
反
す
る

の
で
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
返
済
計

画
の
見
直
し
等
を
行
い
滞
納
の
解

消
及
び
納
期
内
納
付
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
納
期
内
納
付
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

全
て
の
納
税
者
の
方
が
、
納
期

内
納
付
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

滞
納
整
理
に
か
か
る
経
費
が
不
要

に
な
り
ま
す
。
そ
の
分
の
財
源
や

人
員
を
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充

て
ら
れ
れ
ば
、
下
野
市
は
他
に
誇

れ
る
「
住
み
よ
い
街
」
に
な
る
は

　

月
は
県
内
一
斉
地

方
税
滞
納
整
理
強
化

月
間
で
す

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
12
月
を
「
県
内
一
斉

地
方
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と

し
て
、
栃
木
県
と
協
働
し
て
県
内

一
斉
に
徴
収
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

■
市
税
等
徴
収
率

　

市
の
徴
収
率
は
、
県
内
で
も
上

位
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
一
部

の
滞
納
が
全
体
の
徴
収
率
を
引
き

下
げ
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
の
公
平
を
図
る
と
と
も
に
保

険
制
度
の
適
正
な
運
営
に
資
す
る

た
め
、
納
付
催
告
お
よ
び
滞
納
処

分
に
よ
り
徴
収
率
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。（
平
成
28
年
度
実
績　

現
年
度
・
滞
納
繰
越
計
）

　

個
人
市
民
税　
　

９
７
．
１
％

　

法
人
市
民
税　
　

９
８
．
４
％

　

固
定
資
産
税　
　

９
４
．
４
％

　

軽
自
動
車
税　
　

９
３
．
３
％

　

都
市
計
画
税　
　

９
４
．
６
％

　

国
民
健
康
保
険
税
７
７
．
９
％

　

介
護
保
険
料　
　

９
８
．
２
％

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

９
９
．
４
％

　

全
体
計　
　
　
　

９
４
．
２
％

12
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お
知
ら
せ

避
難
行
動
要
支
援
者

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

災
害
時
等
に
要
支
援
者
の
生
命

や
身
体
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
世
帯
を
対
象
に
、
支
援
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

該
当
者
の
方
に
は
、
郵
送
ま
た

は
、
民
生
委
員
か
ら
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
の
説
明
会

　
「
第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
」
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
前
回
の
弔

慰
金
を
も
ら
っ
て
い
た
方
や
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
13
日
㈬

　

午
後
２
時
〜
３
時
50
分

■
場
所　

市
役
所

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

40
名

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
し
も
つ

け
茶
屋
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
、
専
門
職
な
ど
、
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
、
集
う
こ
と
の

で
き
る
場
所
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
「
し
も
つ
け
茶
屋
」
の
12
月

の
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
や
認
知
症
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
悩
ん
で
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

12
月
５
日
㈫

　

13
日
㈬
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

　

21
日
㈭
（
ゲ
ー
ゴ
ル
教
室
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
会
場

　

南
河
内
児
童
館

■
参
加
費

　

１
０
０
円（
飲
み
物
代
と
し
て
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

お
む
つ
に
係
る
費
用
の

　
　
　
　

医
療
費
控
除
証
明
書

　

確
定
申
告
時
に
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
2
年

目
以
降
で
要
介
護
（
要
支
援
）
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医
師

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
に
代
わ
る
「
お
む
つ
に
係
る

費
用
の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
の

交
付
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
証
明
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
あ
る
こ

と
。

●

市
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
要

介
護
（
要
支
援
）
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
。

●

寝
た
き
り
状
態
等
に
あ
る
こ
と

●
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高

齢
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
交
付
に
は
数
日
間
か
か

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

確
定
申
告
用
の
「
障
が
い
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」「
お
む

つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控

除
証
明
書
」
の
お
知
ら
せ

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
65
歳
以
上
の
方

で
、
申
請
に
よ
り
障
が
い
者
に
準

ず
る
者
と
し
て
認
定
を
さ
れ
た
方

に
は
「
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
が
交
付
さ
れ
、
確
定
申
告

時
に
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
次

の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

●

要
介
護
認
定
者
で
65
歳
以
上
の

方

●

認
知
症
ま
た
は
身
体
の
障
が
い

に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
来
た

す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎

通
の
困
難
さ
が
見
ら
れ
、
介
護
を

必
要
と
す
る
方

●

身
体
障
が
い
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
原
爆
症
認

定
書
を
所
持
し
て
い
な
い
方

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

認
知
症
家
族
の
交
流
会
の

ご
案
内

　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い

る
方
、
同
じ
体
験
を
さ
れ
て
い
る

方
同
士
の
交
流
と
情
報
交
換
の
場

で
あ
る
介
護
者
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　

12
月
26
日
㈫

　

平
成
30
年
１
月
26
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
対
象
者

　

認
知
症
の
方
や
認
知
症
症
状
が

あ
る
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方

■
場
所

　

南
河
内
児
童
館

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４
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　平成30年2月16日(金)から3月15日(木)は、確定申告の期間です。以下のフローを参考に、所得税の確定申
告や、市県民税の申告が必要か確認してみましょう。申告の詳細は広報紙１月号に掲載予定です。

①→市県民税の申告・所得税の確定申告の必要はありません。
　　（ただし、各種税証明書の取得には市県民税の申告が必要となります。）
②→市県民税の申告をする必要があります。（所得税の確定申告をする必要はありません。）※
③→市県民税の申告・所得税の確定申告の必要はありません。※
④→所得税の確定申告をする必要があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　※源泉徴収された所得税が還付になる場合、確定申告が必要です。

所得税や市県民税では申告不要でも、他制度との兼ね合いにより市県民税の申告が必要となる場合があります。
申告をしないと…

平成30年１月１日時点で下野
市に住んでいますか？

平成30年１月１日時点で住んでいる市
町村へご確認ください

いいえ

平成29年中にどんな収入がありましたか？

はい

農業、営業、不動産、雑、一時所得
などがある（青色申告を除く）

非課税収入のみ（遺族年金、障害年
金、失業給付金など）

収入なし 主に年金収入 主に給与収入

スタート

・
所
得
金
額
よ
り
控
除
額
が
少
な
い

・
所
得
金
額
よ
り
控
除
額
が
多
い

・
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

・
年
金
収
入
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

・
年
金
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

　
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下

・
年
金
収
入
の
み
で
、
１
４
８
万
円
以
下

（
65
歳
未
満
は
98
万
円
以
下
）

・
親
族
の
税
法
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

・
税
法
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い

・
１
か
所
か
ら
の
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末

　
調
整
の
額
に
変
更
が
な
い

・
給
与
収
入
の
み
で
93
万
円
以
下

・
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い

・
年
末
調
整
の
内
容
に
変
更
が
あ
る

・
新
規
に
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
を
受
け
る

・
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た

・
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る

・
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

④②④②③④②③①

①

■問い合わせ先　税務課　☎（32）8891

・国民健康保険税、後期高齢者医療保険料の軽減判定が受けられません。
・介護保険料の段階を決定する際に正しく算定されません。
・保育料、幼稚園の就園奨励費などが正しく算定されません。
・所得証明書、住民税決定証明書、非課税証明書の交付を受けられません。

市県民税・所得税のお知らせ
〜申告の必要があるか確認してみましょう！〜
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障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ご
案
内

　

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
、

そ
の
ご
家
族
、
ま
た
は
障
が
い
の

あ
る
方
の
生
活
を
支
援
し
て
い
る

地
域
の
皆
様
の
相
談
窓
口
で
す
。

　

生
活
の
中
で
お
困
り
の
こ
と
に

つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
、
一
緒

に
解
決
に
向
け
て
考
え
て
い
き
ま

す
。
相
談
さ
れ
た
方
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
ご
自

宅
へ
の
訪
問
相
談
に
も
対
応
い
た

し
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
所
在
地

　

石
橋
９
５
０
︱
２

■
連
絡
先

　

☎（
51
）２
７
７
１

　

（
53
）４
６
２
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
０

統
計
調
査
員
の
登
録
者
募
集

　

国
で
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
各

種
統
計
調
査
を
行
う
た
め
、
地
域

の
該
当
さ
れ
る
個
人
や
企
業
等
を

訪
問
す
る
統
計
調
査
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
20
歳
以
上
で
、
税
務
・
警
察
・

選
挙
業
務
に
従
事
し
て
お
ら
ず
、

平
日
に
開
催
す
る
説
明
会
等
に
参

加
で
き
る
方

・
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
の

秘
密
を
保
持
で
き
る
方

■
手
当

　

調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
場

合
、
調
査
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
概
ね
３
～
５
万
円
程

度
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

総
合
政
策
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
登
録
申
請
シ
ス
テ
ム
か

ら
直
接
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）８
８
８
６

　
広
報
し
も
つ
け
が

　
　
　
　
　
「
お
も
い
で
」
づ
く
り
の
お
手
伝
い

誕
生
月
の
広
報
紙
に
お
子

さ
ん
の
写
真
を
掲
載
し
ま

せ
ん
か
？

　

広
報
し
も
つ
け
の
暮
ら
し
の

情
報
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に
、

小
学
生
ま
で
の
、
お
子
さ
ん
の

写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
応
募
し
て
、
子
ど
も
の

成
長
の
記
録
と
し
て
も
楽
し
い

で
す
よ
。

■
申
し
込
み
方
法

①
メ
ー
ル

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単

申
請

③
総
合
政
策
課
窓
口

　

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

　

掲
載
月
の
前
々
月
末
日
ま
で

※
例　

12
月
生
ま
れ
は
、
10
月

末
日
ま
で

■
記
載
事
項

①
申
込
者

　
（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
）

②
お
子
さ
ん
の
誕
生
日

③
お
子
さ
ん
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

※
敬
称
含
む
。
記
載
が
な
い
場

合
は
無
記
名
と
な
り
ま
す
。

※
例　

め
ぐ
み
、
ひ
な
ち
ゃ
ん

　

め
い
く
ん　

な
ど

④
写
真（
４
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以
上
）

　

紙
で
い
た
だ
い
た
写
真
は
返

却
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
メ
ー
ル
送
信
先

　

info@
city.shim

otsuke.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）

　
８
８
８
６
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・
病
院
と
の
重
複
受
診
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
定
期
的

な
医
師
の
検
査
や
継
続
し
て
施
術

が
必
要
か
ど
う
か
の
確
認
の
た
め

の
受
診
を
除
く
。）

・
領
収
書
を
受
け
取
り
、
大
切
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

■
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　

医
療
費
は
み
な
さ
ま
の
保
険
税

や
自
己
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
国
民
健
康
保
険

の
使
え
る
範
囲
を
理
解
し
、
適
切

に
受
診
す
る
こ
と
が
、
医
療
費
の

適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
税
を

適
正
に
使
用
す
る
た
め
に
、
施
術

内
容
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎（
32
）８
８
９
５

柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
ら
れ
る
方
へ

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復

師
が
行
う
施
術
に
つ
い
て
は
、
日

常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
中
で
の
打
撲
、

ね
ん
ざ
、
挫
傷
（
肉
ば
な
れ
等
）、

骨
折
・
脱
臼
の
応
急
手
当
（
応
急

手
当
後
の
施
術
は
医
師
の
同
意
が

必
要
）
な
ど
、
骨
・
筋
肉
・
関
節

の
ケ
ガ
や
痛
み
で
、
そ
の
負
傷
原

因
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
と
き

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
単
な
る
肩
こ
り
や
肉
体
疲
労
の

回
復

・
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

・
保
険
医
療
機
関
（
病
院
・
診
療

所
な
ど
）
で
同
じ
負
傷
等
の
治
療

中
の
も
の

・
交
通
事
故
が
原
因
の
場
合

・
業
務
上
の
負
傷
（
労
災
に
該
当

す
る
場
合
）

■
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る

と
き
の
注
意
点

・
負
傷
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま

し
ょ
う
。

・「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
に
は

原
則
患
者
の
自
筆
に
よ
る
署
名
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員　
募
集
に
つ
い
て
の

説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

農
業
委
員
会
は
平
成
30
年
9
月

4
日
か
ら
新
体
制
に
移
行
し
ま
す
。

新
体
制
移
行
に
伴
い
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
、

募
集
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
が
新
体
制
に
移
行

す
る
た
め
、
変
更
点
や
選
任
方
法

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
・
場
所

 

12
月
15
日
㈮

　

き
ら
ら
館

 

12
月
16
日
㈯

　

南
河
内
公
民
館

 

12
月
19
日
㈫

　

国
分
寺
公
民
館

※
い
ず
れ
の
日
も

　

午
後
６
時
～

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
32
）８
９
１
５

■
登
記
完
了
区
域

　

薬
師
寺
Ⅱ
地
区

　
（
下
野
市
薬
師
寺
の
一
部
）

■
登
記
完
了
月
日

　

10
月
20
日

■
総
筆
数

　

１
，
４
１
８
筆

■
総
面
積

　

１
．
６
３
㎢

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎（
32
）８
９
０
８

地
籍
調
査
薬
師
寺
Ⅱ
地
区
の

法
務
局
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

　

地
籍
調
査
事
業
に
お
い
て
、
か

ね
て
か
ら
実
施
し
て
い
ま
し
た
次

の
調
査
区
域
に
つ
い
て
、
法
務
局

登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
該
土
地
所
有
者
の
皆

様
に
は
、
そ
の
旨
通
知
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
登
記
簿
や
公
図
は
、
宇

都
宮
地
方
法
務
局
小
山
出
張
所
で

入
手
で
き
ま
す
。

薬師寺Ⅱ地区
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
美
術
家
協
会

　

事
務
局　

舩
越

　

☎
０
９
０（
９
９
７
１
）４
６
５
０

年
末
年
始
は
と
ち
ぎ
の
お
酒

で
乾
杯
を
し
ま
し
ょ
う

　

栃
木
県
で
は
、
平
成
26
年
１
月

に
「
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
で
乾
杯

を
推
進
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、　　
　

「
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
」
に
よ
る

乾
杯
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
の
普
及
促
進

や
地
産
地
消
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
、
忘
年
会
や
新
年
会
、

家
族
や
友
人
と
の
集
ま
り
な
ど
、

お
酒
を
飲
む
機
会
に
は
、
ぜ
ひ
、

と
ち
ぎ
の
地
元
の
お
酒
で
乾
杯
を

し
ま
し
ょ
う
！

※
飲
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
。

※
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

※
地
元
の
酒
の
普
及
促
進
等
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
乾
杯
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
乾
杯
の
際
に
は
、
個
人
の
嗜
好

や
意
思
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
工
業
振
興
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
９
８

下
野
市
美
術
家
協
会
展
の

開
催

　

旧
下
野
市
美
術
家
ク
ラ
ブ
か
ら

下
野
市
美
術
家
協
会
と
改
名
し
て

第
２
回
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

市
内
在
住
の
美
術
家
た
ち
の
作

品
を
展
示
す
る
ほ
か
、
美
術
振
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
を
同
時
開
催
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
鑑
賞
し
て

く
だ
さ
い
。

■
会
場　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
日
時

　

12
月
11
日
㈪
～
22
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
12
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰
は
ご
覧

に
な
れ
ま
せ
ん

※
初
日
は
午
後
１
時
開
場
、
最
終

日
は
午
後
４
時
閉
場

を
作
り
た
い
、
そ
ん
な
お
子
様
の

為
の
運
動
教
室
で
す
。
運
動
経
験

が
な
く
こ
れ
か
ら
何
か
ス
ポ
ー
ツ

を
始
め
た
い
と
い
う
お
子
様
に
も

オ
ス
ス
メ
の
教
室
で
す
。

■
開
催
日
時

　

12
月
２
・
９
・
16
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
対
象

　

小
学
１
年
～
６
年
生

■
定
員　
10
名

　

要
予
約　

定
員
に
な
り
次
第
受

付
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
受
講
料

　

１
，
０
０
０
円
／
回

（
回
数
券　

４
回
３
，
８
０
０
円
）

■
講
師

　

相
澤
洋
平
氏
（JCCA

マ
ス

タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
）

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
館
研
修
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
（
り
ん
く
）

　

☎
０
９
０（
５
４
３
４
）５
１
８
５

　

m
b.link2016@

gm
ail.com

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
営
業
時
間

の
変
更
と
休
業
の
お
知
ら
せ

　

11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間
、

プ
ー
ル
の
営
業
時
間
が
次
の
通
り

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
平
日

　

正
午
～
午
後
8
時
30
分

・
土
日
祝

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

※
月
曜
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
水
曜
日
）

　

な
お
、
12
月
29
日
㈮
～
平
成
30

年
２
月
28
日
㈬
の
期
間
、
ボ
イ

ラ
ー
改
修
工
事
の
た
め
、
プ
ー
ル

と
お
風
呂
が
休
業
と
な
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

　

☎（
47
）１
１
２
２

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

体
幹
育
成
教
室

　

子
供
の
運
動
機
能
を
向
上
さ
せ

る
事
を
目
的
に
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
様
々
な
運
動
を

行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

向
上
や
ケ
ガ
の
し
に
く
い
強
い
体

花
と
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
実
施
し
ま
し
た

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「
花
と
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
、
市
役

所
南
の
花
壇
に
冬
の
花
植
え
講
座

で
、
パ
ン
ジ
ー
や
キ
ン
セ
ン
カ
、

メ
ラ
コ
イ
デ
ス
、
ア
リ
ッ
サ
ム
な

ど
を
植
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
2
回
目
と
な
る
講
座
の

受
講
生
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
花
壇

を
彩
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
や
講
座
の
講

師
は
、
下
野
市
造
園
建
設
業
協
同

組
合
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
行
い

ま
し
た
。

　

素
敵
な
花
壇
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
市
役
所
へ
お
越
し
の
際
は
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課
☎（
32
）８
８
８
８

前回の様子
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ベ
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お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

団
体
の
活
動
支
援
。

■
試
験
日
時

　

平
成
30
年
１
月
29
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
開
始
（
予
定
）

■
試
験
内
容

　

作
文
・
面
接
試
験

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
受
付

期
間
中
に
生
涯
学
習
文
化
課
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
期

間
外
・
郵
送
・
書
類
不
備
の
も
の

は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈮
～
平
成
30
年
１
月

12
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
お
よ
び

12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

■
必
要
書
類

①
受
験
申
込
書

　

生
涯
学
習
文
化
課
・
公
民
館
・

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

配
布
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
写
真

貼
付

■
合
否
発
表

　

平
成
30
年
２
月
下
旬
に
合
否
結

果
を
郵
送
し
ま
す
。

※
勤
務
先
は
３
月
下
旬
に
決
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
32
）８
９
１
９

社
会
教
育
指
導
員
を
募
集

し
ま
す

　

平
成
30
年
度
に
市
内
の
公
民
館

等
で
、
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て

市
民
の
学
習
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

　

次
の
⑴
～
⑷
の
項
目
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

⑴
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を

有
す
る
方

⑵
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有
し
、

５
年
以
上
官
公
署
も
し
く
は
社
会

教
育
関
係
団
体
に
お
い
て
社
会
教

育
に
関
係
の
あ
る
職
に
あ
っ
た
方

②
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
を
有

し
、
５
年
以
上
教
育
に
関
す
る
職

に
あ
っ
た
方
で
社
会
教
育
主
事
の

資
格
の
あ
る
方

③
そ
の
他
社
会
教
育
に
係
る
活
動

経
験
が
あ
り
①
、
②
に
掲
げ
る
方

に
相
当
す
る
経
験
が
あ
る
と
教
育

委
員
会
が
認
め
た
方

※
③
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
文

化
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

⑶
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
）
に
よ
る
事
務
処
理
が
で
き
る

方

⑷
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
車
免

許
可
）
を
有
す
る
方

■
勤
務
場
所

　

石
橋
公
民
館
・
国
分
寺
公
民
館
・

南
河
内
公
民
館
・
南
河
内
東
公
民

館
・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
13
日
（
午
前
８

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）。
公

民
館
は
日
曜
日
・
月
曜
日
、
生
涯

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
は
日
曜
日
・

水
曜
日
が
勤
務
を
要
し
な
い
日
と

な
り
ま
す
。

※
出
勤
日
は
、
行
事
・
職
場
内
の

シ
フ
ト
調
整
等
に
よ
り
決
定
。
な

お
、
行
事
に
よ
り
勤
務
を
要
し
な

い
日
及
び
夜
間
に
勤
務
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
採
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日

※
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
認
め

る
場
合
は
、
再
任
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
面
接
試
験
あ
り
）

■
報
酬

　

月
額
15
万
円
（
交
通
費
含
む
）

※
有
給
休
暇
あ
り
（
市
の
規
程
に

よ
る
）。
雇
用
保
険
加
入
・
厚
生

年
金
・
社
会
保
険
適
用

■
主
な
仕
事

　

各
施
設
の
窓
口
業
務
。
各
種
講

座
等
の
企
画
・
運
営
等
。
サ
ー
ク

ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
自
主
活
動

ご
存
知
で
す
か
？

ナ
ス
バ
の
被
害
者
援
護

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
（N

A
SV

A

　

ナ
ス
バ
）

で
は
、
自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

■
介
護
料
の
支
給
と

　
　
　
　
　
訪
問
支
援
・
交
流

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
や
脊
髄

な
ど
に
重
度
の
後
遺
障
害
を
負
わ

れ
、
自
宅
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る

方
に
介
護
料
等
を
支
給
し
、
訪
問

し
て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
交

流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
常
時
要
介
護
の
方

　

月
額
５
８
，
５
７
０
円

～
１
３
６
，
８
８
０
円

・
随
時
要
介
護
の
方

　

月
額
２
９
，
２
９
０
円

～
５
４
，
０
０
０
円

■
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の

　
　
　
無
利
子
貸
付
と
友
の
会

　

自
動
車
事
故
で
保
護
者
を
な
く

さ
れ
た
児
童
な
ど
に
対
す
る
育
成

資
金
の
無
利
子
貸
付
の
ほ
か
、
友

の
会
を
運
営
し
、
家
族
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
の
「
集
い
」
や
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
交
流
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
脳
損
傷
の
治
療
を

　
　
行
うN

A
SVA

療
護
施
設

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
を
損
傷

し
重
度
意
識
障
害
が
継
続
す
る
状

態
に
あ
る
方
を
対
象
に
、
適
切
な

治
療
と
看
護
を
行
う
専
門
の

N
A

SV
A

療
護
施
設
（
病
院
）
を
、

全
国
８
か
所
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

■N
A
SVA

　
交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

お
話
を
じ
っ
く
り
お
聞
き
し
、

お
悩
み
の
整
理
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ナ
ス
バ
の
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

と
最
寄
り
の
支
所
等
の
連
絡
先
、

交
通
事
故
に
関
す
る
他
の
相
談
窓

口
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

☎
０
５
７
０
─
０
０
０
７
３
８

ナ
ス
バ
は
あ
な
た
に
寄
り
添
い
、

　
　
ず
っ
と
あ
な
た
を
支
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

N
A

SV
A

杤
木
支
所

　

宇
都
宮
市
駒
生
１
２
８
８-

２

　

☎
０
２
８（
６
２
２
）９
０
０
１

自
動
車
事
故
被
害
者
等
へ
の
支
援
制
度
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ベ
ン
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お
知
ら
せ

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

募
　
　
集

○
第
３
回

■
日
時

　

平
成
30
年
１
月
27
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
内
容　
古
墳
時
代
の
下
野
市

■
講
師

　

甲
塚
古
墳
整
備
委
員
会
委
員

　

小こ
も
り
て
つ
や

森
哲
也
氏

○
第
４
回

■
日
時

　

平
成
30
年
２
月
３
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

■
内
容　
古
代
の
下
野
市

■
講
師

　

栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

津つ

野の

仁じ
ん

氏

○
第
５
回

■
日
時

　

平
成
30
年
２
月
17
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

■
内
容　
中
世
の
下
野
市

■
講
師

　

栃
木
県
立
博
物
館
学
芸
員

　

馬ま
ご
め
か
ず
や

籠
和
哉
氏

○
共
通
事
項

■
場
所　
市
役
所
２
０
３
会
議
室

■
受
講
料　
無
料

■
募
集
人
数　
50
名

■
受
付
開
始
日　
12
月
１
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）５
０
４
９

興
及
び
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

市
の
誇
る
文
化
財
の
Ｐ
Ｒ
に
は

市
民
の
皆
様
の
活
力
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
か
ら
、
市
民
に
よ
る
文
化

財
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
座
は
全
５
回
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
４
回
以
上
受

講
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
ま
た
、
講
座
修
了
者
に

は
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
い
た

だ
く
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議

会
へ
の
入
会
を
別
途
ご
案
内
し
ま

す
。

○
第
１
回

■
日
時

　

12
月
16
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

■
内
容　
文
化
財
に
よ
る
観
晃
の

ま
ち
づ
く
り
と
市
民
の
力

■
講
師

　

宇
都
宮
大
学

　

鈴す
ず
き
と
み
ゆ
き

木
富
之
氏

○
第
２
回

■
日
時

　

平
成
30
年
１
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

■
内
容　
下
野
市
の
文
化
財

■
講
師

　

栃
木
県
考
古
学
会
前
会
長　

　

橋は
し
も
と
す
み
お

本
澄
朗
氏

筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

学
院
生
募
集
の
ご
案
内

　

茨
城
県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門

学
院
で
は
平
成
30
年
度
入
学
の
学

院
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
訓
練
科

　

機
械
シ
ス
テ
ム
科
、
電
気
工
事

科
、
金
属
加
工
科

■
試
験
日

　

平
成
30
年
１
月
17
日
㈬
、
24
日

㈬
、
31
日
㈬

※
定
員
を
充
足
し
た
場
合
は
実
施

し
ま
せ
ん
の
で
出
願
前
に
学
院
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

12
月
25
日
㈪
～
受
験
希
望
日
の

前
週
の
金
曜
日
ま
で

■
年
間
授
業
料

　

１
１
８
，
８
０
０
円

※
金
属
加
工
科
は
無
料

■
そ
の
他

　

12
月
７
日
㈭
と
平
成
30
年
１
月

24
日
㈬
の
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま

で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施

し
ま
す
。
希
望
者
は
参
加
希
望
日

の
２
日
前
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
か
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

茨
城
県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門

学
院

　

☎
０
２
９
６（
24
）１
７
１
４

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
３
５
）２
５
７
７

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
で
は
、
改

修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事

期
間
中
も
施
設
の
見
学
は
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
は
平
成
30
年

２
月
末
ま
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
財
課

　

☎（
32
）６
１
０
５

募
　
集

文
化
財
観
光
ガ
イ
ド
養
成

講
座
開
催
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
歴
史

文
化
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
、
市

内
の
文
化
財
を
活
か
し
た
観
光
振

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル　
実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
30
年
１
月
15
日
㈪

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
1
時

■
テ
ー
マ
（
メ
ニ
ュ
ー
）

　

世
界
の
お
料
理  

中
国
・
台
湾
編

「
し
も
つ
け
飲
茶
タ
イ
ム
」

・
豚
ま
ん　

・
胡
麻
団
子

■
講
師

　

料
理
研
究
家　

臼
居
芳
美 

先
生

■
参
加
費　

　

１
，５
０
０
円
程
度(

当
日
集
金)

■
定
員　
各
回
32
名

■
申
込
受
付
日

　

12
月
18
日
㈪

■
受
付
方
法

　

電
話
（
午
前
９
時
30
分
～
午
後

６
時
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
（
午
前
9
時
30
分
～
午

前
0
時
）

※
小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は
「
参

加
の
し
お
り
」
の
発
送
を
も
っ
て
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

募　
　

集

　

平
成
30
年
１
月
21
・
28
日
、
２

月
４
・
18
日

※
各
コ
ー
ス
と
も
平
日
に
保
育
所

　

見
学
実
習
有(

３
時
間)

■
研
修
場
所

　

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
宇
都
宮
市
野
沢
町
４
‐
１
）

※
実
習
は
居
住
地
区
の
保
育
施
設

■
受
講
料　

無
料

■
託
児

　

無
料
（
予
約
制
・
平
日
の
実
習

時
は
な
し
。
申
し
込
み
の
人
数
に

よ
っ
て
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を

優
先
）

■
応
募
締
切

　

12
月
19
日
㈫ 

■
そ
の
他

　

参
加
申
込
状
況
に
よ
り
「
土
曜

日
コ
ー
ス
」ま
た
は「
日
曜
日
コ
ー

ス
」
の
１
コ
ー
ス
の
み
の
開
催
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
連
合
会

　

栃
木
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
３
２
０
│
０
０
７
１

宇
都
宮
市
野
沢
町
４
│
１
パ
ル

テ
ィ
内

☎
０
２
８(

６
６
５)

７
８
０
１

・
７
８
０
６

０
２
８(

６
６
５)

７
８
０
２

http://w
w
w
.tochiboren.jp/

行
い
ま
す
。
日
程
や
時
間
は
人
数

に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

○
学
童
保
育
室
実
習　

２
時
間

○
保
育
所
実
習　

３
時
間

○
普
通
救
命
講
習　

３
時
間

　
（
各
実
習
１
回
ず
つ
受
講
）

■
申
し
込
み
先

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
南
河
内
児
童
館
内
）

　

☎(

40)

５
９
６
３

　

家
庭
生
活
支
援
員
養
成
研
修

　

受
講
者
募
集

　

栃
木
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連

合
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
日

常
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な
推
進

を
図
る
た
め
、
家
庭
生
活
支
援
員

養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

■
受
講
資
格

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支

援
事
業
の
家
庭
生
活
支
援
員
と
し

て
登
録
し
、
子
育
て
支
援
に
従
事

で
き
る
方

　

次
の
５
日
間
の
講
習
（
実
習
含

む
）
を
す
べ
て
受
講
で
き
る
方

（
土
・
日
コ
ー
ス
実
施
の
場
合
、

振
替
可
）

■
研
修
日
及
び
定
員

 

● 

土
曜
日
コ
ー
ス
（
30
名
）

 
● 
平
成
30
年
１
月
20
日
、２
月
３
・

17
・
24
日

・
日
曜
日
コ
ー
ス
（
30
名
）

　

集
ま
れ
‼

　

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
「
依
頼
会
員
」
と
援
助

を
行
う
「
提
供
会
員
」
の
募
集
を

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

・
依
頼
会
員

　

市
内
に
在
住
か
在
勤
し
て
い
る

方
で
、
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
６

年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
方

・
提
供
会
員

　

市
内
に
在
住
し
、
心
身
と
も
に

健
康
で
積
極
的
に
援
助
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
20
歳
以
上
の
方

※
提
供
会
員
は
次
の
研
修
会
の
受

講
が
必
要
で
す
。

〇
基
礎
研
修
（
い
ず
れ
か
１
日
）

■
日
時

　

12
月
７
日
㈭

　

平
成
30
年
１
月
30
日
㈫

　

２
月
23
日
㈮

　

３
月
８
日
㈭

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
会
場

　

南
河
内
児
童
館
内

■
参
加
費

　

無
料

■
定
員

　

10
名
程
度

　

基
礎
研
修
会
の
他
に
、
実
習
を

紬
織
物
製
織
伝
習
生
・
紬
織
物

技
術
研
究
生
を
募
集
し
ま
す

　

県
内
の
伝
統
的
地
場
産
業
で
あ

る
結
城
紬
を
支
え
る
後
継
者
の
育

成
を
図
る
た
め
、
平
成
30
年
度
の

紬
織
物
製
織
伝
習
生
と
紬
織
物
技

術
研
究
生
を
募
集
し
ま
す
。　

■
研
修
内
容

　

結
城
紬
の
製
織
に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識
・
技
術
等

■
募
集
人
員

　

製
織
伝
習
生
８
名
以
内

　

技
術
研
究
生
２
名
以
内

　

た
だ
し
合
計
８
名
以
内
と
し
ま

す
。

■
研
修
期
間

　

１
年
間
（
平
成
30
年
４
月
〜
平

成
31
年
３
月
）

■
受
講
料　

無
料

■
出
願
期
限

　

12
月
１
日
㈮
〜
平
成
30
年
１
月

12
日
㈮(

必
着)

■
応
募
資
格
及
び
出
願
手
続
き

　

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
の
う

え
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

書
類
審
査
及
び
面
接

■
問
い
合
わ
せ
・
出
願
先

　

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
紬
織
物

技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎(

49)

０
０
０
９

　
　
　

男
の
筋
ト
レ
塾
の

　
　
　

ご
案
内

　

い
つ
ま
で
も
自
立
し
て
、
豊
か

な
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
、
積

極
的
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

　
「
ま
だ
、
元
気
だ
か
ら
大
丈

夫
！
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
、
動

け
る
今
が
ス
タ
ー
ト
の
時
期
で
す
。

筋
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
貯

筋
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

　

65
歳
以
上
で
身
の
回
り
の
こ
と

に
介
助
を
要
し
な
い
男
性
の
方
。

■
内
容

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
用

し
た
、
男
性
が
対
象
の
筋
ト
レ
特

化
型
教
室

■
日
時

　

平
成
30
年
１
月
9
日

　

〜
３
月
27
日

　

毎
週
火
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
定
員　

20
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎(

32)

８
９
０
４

広報しもつけ　2017.12

Shimotsuke
35



お
知
ら
せ

募　
　

集

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

就　
　

職

相　
　

談

　

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
、
保
健
師
資
格
、

看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　
　

若
干
名

■
賃
金
等　

保
育
士

①
フ
ル
タ
イ
ム
：
１
，
２
０
０
円

②
短
時
間
勤
務
：
１
，
１
０
０
円

　

保
健
師
：
１
，
２
０
０
円

　

看
護
師
（
准
看
護
師
）：

　

１
，
１
０
０
円

　
（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

①
フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分(

休

憩
時
間
60
分)

②
短
時
間
勤
務
：
４
時
間
〜

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
こ

と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎(

32)

８
９
０
３

就
職

　

資
料
館
嘱
託
員
募
集

　

下
野
市
の
資
料
館
内
外
の
解
説

や
、
資
料
館
管
理
業
務
・
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
を
担
当
し
な
が
ら
、
市

内
文
化
財
に
関
す
る
業
務
を
行
う

嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
任
期
等　

平
成
30
年
4
月
1
日

〜
平
成
31
年
3
月
31
日

■
試
験
方
法　

作
文
・
面
接

■
応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
歴
を
有
す
る
方
で
、
18
歳

〜
60
歳
未
満
の
方

■
勤
務
条
件

・
原
則
週
30
時
間
勤
務

・
原
則
土
、
日
曜
日
及
び
祝
祭
日

に
勤
務
で
き
る
方

・
報
酬　

月
１
６
０
，
０
０
０
円

■
業
務
内
容　

見
学
者
解
説
業

務
・
施
設
清
掃
管
理
業
務
・
イ
ベ

ン
ト
企
画
、
立
案
、
運
営

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
を

文
化
財
課
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

　

12
月
28
日
㈭

　

午
後
５
時
ま
で

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
財
課　

☎(

32)

６
１
０
５

　
司
法
書
士
・
行
政
書
士
無
料
相
談

○
司
法
書
士
相
談

　

不
動
産
登
記
、
商
業
・
法
人
登

記
、
多
重
債
務
、
１
４
０
万
円
を

超
え
な
い
民
事
裁
判
手
続
き
、
成

年
後
見
関
係
な
ど
。

■
日
時　

12
月
13
日
㈬

　

平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
相
談
時
間　

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　

４
名(

事
前
予
約
制)

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

本
多
絵
美　

☎(

37)

９
１
２
０

○
行
政
書
士
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
、
成
年
後
見
、
離
婚
等
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど
。

■
日
時　

12
月
28
日
㈭

　

平
成
30
年
1
月
25
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　

４
名(

事
前
予
約
制)

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

生
田
目
安
夫
☎(

52)

２
３
５
０

　

テ
ー
マ
：
就
活
の
マ
ナ
ー
＆
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

〇
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援

セ
ン
タ
ー　

巡
回
相
談
会

（
要
予
約
：
先
着
３
名
）

・
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
就
労
ま
で
。

様
々
な
社
会
参
加
活
動
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
。

・
生
涯
学
習
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス■
期
日

　

平
成
30
年
１
月
11
日
㈭

・
セ
ミ
ナ
ー

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

・
相
談
会

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

　

市
役
所

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
労
政
事
務
所

　

☎(

22)

４
０
３
２

相
談

　

求
職
者
と
シ
ニ
ア
の
た
め
の

　

巡
回
相
談
会
＆
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

　

を
開
催
し
ま
す

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
就

労
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
ま
た
、
生
涯
現
役
推
進
員

が
、
シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活

動
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
も
併
せ
て

開
催
し
ま
す
。

　

相
談
の
み
、
セ
ミ
ナ
ー
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。
い
ず
れ
も
無

料
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

巡
回
相
談
会
・
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

は
予
約
制
で
す
。
開
催
日
の
前
日

（
土
日
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容

〇
巡
回
相
談
会

　
（
要
予
約
：
先
着
３
名
）

・
就
職
活
動
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

・
適
正
職
業
診
断

・
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受

け
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

〇
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

　
（
要
予
約
：
先
着
15
名
）
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くらしの情報

しもつけワードファインディングしもつけワードファインディング隠れた単語を
見つけ出せ！

・左の表から下のワードリストに載ってい
る単語を見つけてください。
・単語は上下左右斜めの八方向に一直線で
並んでいます。
・表内の文字は複数の単語によって共有さ
れる場合があります。
・全ての単語を見つけた後、使われなかっ
た文字を左から読んでいくと…

ワードリスト
板前、歌手、棋士、教師、僧侶、大工、探偵、
庭師、俳優、花屋、秘書、科学者、脚本家、警
察官、検察官、建築家、航海士、飼育員、小説
家、政治家、清掃員、葬儀屋、美術商、美容師、
評論家、漫画家、漫才師、薬剤師、映画監督、
行政書士、照明技師、新聞記者、宇宙飛行士、
気象予報士、手話通訳士、入国審査官

大

除

掃

宇
教

建

容

秘

手大映漫

美

築

海
記

屋者
国

家 入
員才 歌

訳

書

探

師
論

政

宙工画

督 行説 棋 査
審

官
士

聞

象

報
航士

気
薬
予

察
学

美

明 技

書

師

俳 僧官

照警商

脚

話

本
家

葬
剤

検 板

術 庭

前 侶
小

通

科

屋 儀
察 師 員

飼
育

手

監 治 飛政家
清

偵者 優新

花
掃

評

師

輝
き
た
い
女
性
を
応
援
し
ま
す

　

し
も
つ
け
女
性
活
躍
応
援

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

こ
の
た
び
、
11
月
５
日
の

天
平
の
芋
煮
会
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
し
も
つ

け
イ
ク
ボ
ス
合
同
宣
言
を
開

催
し
ま
し
た
。
下
野
市
長
、

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
消
防
長
、
下
野
市
商
工
会

長
、
石
橋
商
工
会
長
の
４
名

が
合
同
で
、
多
く
の
方
々
が

見
守
る
中「
部
下
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
応
援

す
る
イ
ク
ボ
ス
に
な
り
ま

す
！
」
と
宣
言
を
し
た
の
で

す
。

　

本
市
で
は
こ
れ
に
あ
わ
せ

て
、
女
性
活
躍
推
進
法
や
企

業
に
取
り
組
み
や
す
い
事
例

を
紹
介
し
た
女
性
活
躍
応
援

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
製
し
ま

し
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
市

内
の
商
工
会
や
立
地
企
業
会

員
へ
配
布
す
る
こ
と
で
、
市

内
の
企
業
・
団
体
に
イ
ク
ボ

ス
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
や
女
性
の
活
躍
が

ま
す
ま
す
推
進
さ
れ
る
よ
う

後
押
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

濡
れ
た
床
で
の
転
倒
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！   

　

雨
の
日
は
、
地
面
が
濡

れ
て
滑
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
屋
内
で
あ
っ
て

も
店
舗
や
商
業
施
設
の
入
り

口
は
床
が
濡
れ
て
お
り
、
買

い
物
中
に
、
滑
る
、
つ
ま
ず

く
等
に
よ
る
転
倒
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
の
女
性
の
事
故

が
多
く
、
骨
折
な
ど
を
し
た

場
合
、
治
療
期
間
が
１
か
月

以
上
の
け
が
と
な
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
や
冷
凍
ケ
ー

ス
等
の
周
辺
な
ど
も
、
床
が

濡
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

買
い
物
中
は
、
商
品
に
気

を
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
段

差
や
床
に
置
か
れ
た
台
車
、

商
品
等
に
つ
ま
ず
か
な
い
よ

う
、
足
元
や
周
囲
に
十
分
注

意
を
払
う
よ
う
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　
下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎(

44)

４
８
８
３

　

市
役
所
２
階 

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
２
８(

６
２
５)

２
２
２
７

消費生活

わかるかな？

まちがいさがし
２枚の写真には違っているところが
３つあります。見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）
※答えは 39ページ

天平の芋煮会▶
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くらしの情報

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

http

：//w
w
w
.school.shim

otsuke.ed.jp/index.htm

12月
December

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

■刃物研ぎ　午前９時～午後２時

■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～

■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

■時間　午後１時30分～３時30分
　　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～４時30分

■問い合わせ先
　商工観光課☎32－8907

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

（　　　　 ）

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日 きらら館は
トレーニング室

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

市県民税 ４期
国民健康保険税 ６期
介護保険料 ６期
後期高齢者医療保険料 ６期
■納期限　１月４日㈭
国民年金保険料 11月分

↑携帯電話用
ＱＲコード

おもちゃの図書館
ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。
今月の開催はありません。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■納期限　12月25日㈪

番号・医療機関名・所在地

■夜間休日急患診療所

■休日急患歯科診療所

救急告示医療機関当番（一次急患）

■とちぎ子ども救急電話相談　☎＃8000
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－600－0099）
月～土曜日：18時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（８時～翌朝８時）
■とちぎ救急医療電話相談（大人の救急電話相談）☎＃7111
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－623－3344）毎日 18時～ 22時
急な病気やけがに関する家庭での対処方法や救急医療の受診の目安などを看護師がアドバイスします。

一次救急医療機関情報

◉平日・日曜日　17:00～翌日9:00
◉土曜日・祝日の前日（　　　 の部分）17:00～翌日17:00
カレンダー内番号が当番医療機関です。事前に電話で確認してください。

しわす

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎32－8886

①小金井中央病院下野市小金井2-4-3
　☎44－7000
②石橋総合病院 下野市下古山1-15-4
　☎53－1134　※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2-7-18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

平日・土曜日　19時～22時
日曜、祝日、振替、年末年始

（12月31～１月３日）
10時～12時、13時～17時、
18時～21時
診療科目：内科、小児科
事前に電話で確認してくださ
い。
☎0285‒39‒8880

日曜、祝日、振替、年末年始
（12月31～１月３日）
10時～12時、13時～16時
☎0285‒39‒8881
所在地：小山市神鳥谷2251-7
（小山市健康医療介護総合
支援センター内）

シルバー人材センター
（薬師寺1949）
旧やすらぎ荘

12日㈫

19日㈫

シルバー人材センター20日㈬

天平の丘

花広場

天平の丘

花広場

下野市勤労者協議会

陶芸クラブ

―

図書館友の会

12 

月

１ 

月

会場：ゆうゆう館

会場：石橋公民館

会場：南河内図書館２階

一般相談・総合相談
12月５日・12日・19日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　12月26日㈫
法律相談 12月14日㈭

一般相談・総合相談
12月４日・11日・18日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　12月25日㈪

一般相談・総合相談
12月１日・８日・15日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　12月22日㈮

国
分
寺
会
場

石
橋
会
場

南
河
内
会
場

師走

ふれあい館 ☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

ゆうゆう館 ☎43-1231 きらら館 ☎52-3711

日 月 火 水 木 金 土
1 2
④⑥ ①⑤

3 4 5 6 7 8 9
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
10 11 12 13 14 15 16
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
17 18 19 20 21 22 23
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
24 25 26 27 28 29 30
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
31
④⑥
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くらしの情報

①
五
徳
の
穴　

②
食
缶　

③
ひ
し
ゃ
く

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

下野市公式
ツイッター

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke
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１
９
５
２
年
12
月
20
日
に
ア
フ
リ
カ
の
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
島
沖
で
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
が
捕
獲

さ
れ
、
学
術
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
由
来
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
14
年
前
の
１
９
３
８
年
に
、
南

ア
フ
リ
カ
で
の
生
存
報
告
が
あ
る
ま
で
は
、

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
は
７
５
０
０
万
年
前
に
絶
滅

し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
３
億

５
千
年
前
に
生
き
て
い
た
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
の

化
石
と
現
在
生
き
て
い
る
も
の
と
の
間
で
の

違
い
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、「
生
き
た
化
石
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
の
仲
間
は
26
種
類
い
ま
す

が
、
現
在
も
生
き
た
状
態
で
確
認
さ
れ
て
い
る

の
は
、
深
海
に
潜
む
種
類
だ
け
で
す
。
川
な
ど

に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
他
の
シ
ー
ラ
カ
ン

ス
は
す
べ
て
絶
滅
し
て
お
り
、
化
石
で
の
み
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
深
海
に
と
ど
ま
っ
た

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
が
生
き
残
れ
た
の
か
と
い
う

と
、
３
億
５
千
万
年
の
間
、
ほ
ぼ
変
わ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
「
深
海
の
環
境
」
に
よ
る
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
は
ま
だ
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
深
海
の
海
洋
環
境
は
世
界
中

ど
の
場
所
で
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
の
で
、
駿
河

湾
や
相
模
湾
な
ど
の
深
い
場
所
な
ら
ば
、
日
本

で
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

今月の何の日

12
月
20
日

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
の
日

環境トピッ
クス

今月
表紙
の

37Pのしもつけワードファインディングの答え

答えは、大掃除

大

除

掃

宇
教

建

容

秘

手大映漫

美

築

海
記

屋者
国

家 入
員才 歌

訳

書

探

師
論

政

宙工画

督 行説 棋 査
審

官
士

聞

象

報
航士

気
薬
予

察
学

美

明 技

書

師

俳 僧官

照警商

脚

話

本
家

葬
剤

検 板

術 庭

前 侶
小

通

科

屋 儀
察 師 員

飼
育

手

監 治 飛政家
清

偵者 優新

花
掃

評

師

記
者

聞
新

員 清掃

員

飼
育

脚
本
家

国
入

査
審

官海 航士

美

商
術

訳
探
庭
屋

書政行 士

庭 師

建 築 家漫
才
師 政治家 屋 花
画

督
監

映
画
家
論
評

警
察
官

薬剤師
師技明照警

宇
宙

行
士

飛

葬屋 儀

板
前

話
通

手

訳
士

師
教

容
美

師 家
画画

漫
画

僧
侶

大
工

象

報
士

気

予
察
官

検

秘
書
者
学
科

小
説

家
歌

手

棋
士

俳
優

探
偵

　保育園では、２週間に１回、英語
教室を行っています。
　国際交流委員のマシアスさんが保
育園に行くと、年長さんが「グッモー
ニング」と大きな声であいさつして
くれます。
　マシアス先生は、イラストを使っ
たり、体を動かしたり、英語の歌を
歌ったりしながら、楽しく子どもた
ちに英語を教えてくれます。
　今年のクリスマスもサンタになっ
たマシアス先生が来てくれるかも！
　みんなお楽しみに！
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国際交流

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

［
 広
報
し
も
つ
け
 ］

■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課

■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
笹
原
26　

■
TEL:0285-32-8886 ／

 FAX:0285-32-8606

■
URL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

TAKE FREE
広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（32）8886情報広報グループまで
ご連絡ください。

PC・スマホ
市ホームページ

平
成
29年

12月
号

■人口と世帯（11月１日現在）
　　人口／60,328人（＋29）、 男性／29,952人（＋34）、 女性／30,376人（－5）、 世帯数／23,682世帯（＋34）

●
ド
イ
ツ
を
変
え
た
正
座
　

　

日
本
に
は
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

ド
イ
ツ
に
も
似
た
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
、

「
一
つ
の
絵
は
千
の
言
葉
よ
り
語
る
」
と

言
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
目
に
見
え
る
も

の
が
言
葉
に
勝
る
と
い
う
意
味
で
す
ね
。

　

日
本
で
は
様
々
な
敬
語
に
よ
っ
て
、

言
葉
だ
け
で
も
相
手
へ
の
敬
意
を
表
せ

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
目
に
見
え
る
も
の

や
態
度
は
と
て
も
大
事
に
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
他
人
の
家
を

訪
ね
る
と
き
は
お
辞
儀
を
す
る
、
手
書

き
の
年
賀
状
を
送
る
、
出
張
や
旅
行
で

は
お
土
産
を
買
っ
て
く
る
な
ど
…
。
こ

の
よ
う
な
態
度
は
、
家
族
や
友
人
、
同

僚
と
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た

め
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

武
道
に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。
私
は

空
手
道
か
ら
態
度
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
武
道
に
は
た
く
さ
ん
の
手
順
が

あ
り
、
稽
古
や
試
合
を
始
め
る
と
き
の

姿
勢
は
必
ず
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
つ

で
も
欠
け
れ
ば
試
合
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
も
、
正
座
は
相
手
に
敬
意
を

払
う
た
め
の
特
別
な
姿
勢
で
す
。

　

日
本
の
武
道
は
、
ド
イ
ツ
で
と
て
も

人
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、

も
と
も
と
正
座
を
す
る
文
化
が
な
か
っ

た
ド
イ
ツ
で
も
、
毎
日
の
よ
う
に
正
座

を
し
て
い
る
人
も
い
る
ん
で
す
よ
！
今

や
、
正
座
は
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
そ
ん

な
に
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
の

で
す
。

　

そ
ん
な
現
代
の
ド
イ
ツ
で
も
、
特
別

で
あ
り
続
け
る
「
正
座
」
が
あ
り
ま
す
。

１
９
７
０
年
12
月
７
日
、
当
時
の
西
ド

イ
ツ
首
相
ヴ
ィ
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
氏
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
あ

る
ユ
ダ
ヤ
人
犠
牲
者
追
悼
碑
の
前
で
、

犠
牲
者
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
す
た
め
に

ひ
ざ
ま
ず
い
て
黙
と
う
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
正
座
」
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ン

ト
氏
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ド
イ
ツ

に
よ
る
す
べ
て
の
あ
や
ま
ち
に
つ
い
て

謝
罪
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
東
欧

諸
国
と
の
外
交
関
係
は
大
幅
に
改
善

さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
国
際
連
合
へ
の
加
盟

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
過

去
の
あ
や
ま
ち
を
認
め
た
誠
実
な
ブ

ラ
ン
ト
氏
の
態
度
は
高
く
評
価
さ
れ
、

彼
は
翌
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

思
う
だ
け
で
は
な
い
、
心
を
表
す
態

度
が
、
社
会
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
ね
。

求
む
!!

日
本
語
講
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

市
国
際
交
流
協
会
が
運
営
し
て
い
る

日
本
語
教
室
で
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に

様
々
な
国
の
方
々
が
日
本
語
を
学
ん
で

い
ま
す
。
多
く
の
方
の
日
本
語
を
学
び

た
い
と
い
う
要
望
に
応
え
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
増
員
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

外
国
の
方
に
日
本
語
を
教
え
て
み
た
い

と
い
う
方
、
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
室
の
様
子
の
見
学
も
歓
迎
し
て
い

ま
す
。

■
日
時
・
場
所　
　

毎
週
土
曜
日

・
石
橋
公
民
館

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

・
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

①
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
午
後
７
時
〜
８
時

毎
週
日
曜
日

（
毎
月
第
３
日
曜
日
を
除
く
）

・
石
橋
公
民
館

①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

②
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
さ
ん
に
よ
る

マ
マ
パ
パEnglish

サ
ロ
ン
開
催
！ 

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
子
ど
も
連

れ
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け

る
英
会
話
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ
ん
と
一

緒
に
、
遊
び
な
が
ら
気
軽
に
英
会
話
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

も
ち
ろ
ん
、

大
人
の
方
の
み
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

子
ど
も
好
き
の
方
や
外
国
人
の
方
も
大

歓
迎
で
す
！

■
日
時　

 

①
平
成
30
年
１
月
18
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時

②
平
成
30
年
１
月
25
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■
講
師

　

国
際
交
流
員

　

マ
シ
ア
ス
・
ブ
リ
ッ
タ
ス
ド
ー
フ

■
参
加
費

　

無
料

　

た
だ
し
参
加
者
は
国
際
交
流
協
会
に

入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
年
会
費
１
，

０
０
０
円
）
。

■
定
員　

10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）　

　

☎（
32
）８
８
８
７


